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印西市東海道遺跡出土のナイフ形石器
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は
じ
め
に

東
海
道
遺
跡
は
、
印
西
市
の
南
西
部
、
印
西
市
松
崎
東
海
道
に
所

在
し
、
八
千
代
市
と
の
市
境
を
流
れ
る
神
崎
川
と
新
川
の
合
流
点
に

近
い
標
高
約
二
五
メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。

発
掘
調
査
は
市
道
の
整
備
に
伴
い
、
ま
ず
、
平
成
九
年
十
月
か

ら
平
成
十
年
二
月
に
財
団
法
人
（
現
・
公
益
財
団
法
人
）
千
葉
県
教

育
振
興
財
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
第
二
地
点
の
発
掘
調
査

が
、
公
益
財
団
法
人
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
、
令
和

元
年
八
月
か
ら
令
和
二
年
二
月
（
第
一
次
調
査
）、
令
和
二
年
十
一
月

か
ら
令
和
三
年
三
月
（
第
二
次
調
査
）
ま
で
断
続
的
に
実
施
さ
れ
た

（
黒
沢
二
〇
一
四
、
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
二
一
ａ
・
ｂ
、

二
〇
二
二
）。
そ
の
結
果
、
旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
、
古
墳
時
代
～

奈
良
・
平
安
時
代
、
及
び
中
世
の
遺
構
・
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
う
ち
今
回
の
検
討
対
象
と
す
る
旧
石
器
時
代
の
資
料
は
、
第

二
地
点
の
第
二
次
調
査
の
際
に
発
見
さ
れ
た
、
長
大
に
し
て
か
つ
優

美
な
形
態
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
当
該
資

料
は
ナ
イ
フ
形
石
器
の
白
眉
と
い
え
全
国
的
に
も
希
少
価
値
が
高
い
。

本
稿
で
は
、
か
か
る
重
要
性
に
鑑
み
、
報
告
書
の
刊
行
に
先
立
ち

資
料
化
を
試
み
、
併
せ
て
、
そ
の
歴
史
的
な
意
義
に
も
言
及
し
た
い
。

な
お
、
執
筆
に
際
し
て
は
、
印
西
市
教
育
委
員
会
か
ら
特
段
の
ご

配
慮
に
よ
り
公
表
の
ご
許
可
を
賜
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

一　
超
大
型
の
ナ
イ
フ
形
石
器
（
第
１
～
第
３
図
）

当
該
資
料
は
立
川
ロ
ー
ム
Ⅶ
層
か
ら
単
独
で
出
土
し
た
。
Ⅶ
層
の

年
代
に
つ
い
て
は
、
工
藤
雄
一
郎
に
よ
れ
ば
、
放
射
性
炭
素
年
代
測

定
（
Ａ
Ｍ
Ｓ
法
）
で
約
三
万
三
〇
〇
〇
年
～
三
万
一
〇
〇
〇
年
前
（
工

【
論
考
】印西

市
東
海
道
遺
跡
出
土
の
超
大
型
ナ
イ
フ
形
石
器
に
つ
い
て

―
資
料
の
紹
介
と
そ
の
意
義
―

橋
　
本
　
勝
　
雄
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藤
二
〇
一
〇
・
二
〇
一
二
・
二
〇
二
一
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
大
き

さ
は
一
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
形
態
は
、
全
体
の
形
状
は
や

や
狭
長
な
柳
葉
形
を
呈
す
る
。
基
部
に
は
平
坦
な
打
面
の
一
部
が
残

さ
れ
て
い
る
。
側
面
は
先
端
に
向
か
っ
て
や
や
湾
曲
し
て
い
る
が
そ

の
度
合
い
は
低
く
直
線
的
で
あ
る
。刃
部
の
角
度
は
約
四
〇
度
と
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
て
二
次
加
工
面
の
剥
離
角
は
急
角
度
（
七
〇
～

八
〇
度
）
で
あ
る
。
素
材
は
超
大
型
の
石
刃
で
あ
り
、
そ
の
大
き
さ

は
、
整
形
加
工
の
在
り
方
か
ら
、
長
さ
一
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、

幅
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
、
厚
さ
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
と
推

定
さ
れ
る
。
表
裏
の
剥
離
面
の
打
撃
方
向
か
ら
素
材
は
両
設
打
面
を

有
す
る
石
核
か
ら
剥
離
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
調
整
技
術
は

二
側
縁
加
工
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
整
形
剥
離
に
は
、
ナ
イ
フ
形
石

器
の
重
要
な
技
術
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
る
対
向
調
整
剥
離
も
部
分
的

に
み
ら
れ
る
（
佐
藤
二
〇
二
一
）。
対
向
調
整
剥
離
は
、
素
材
の
表
裏

の
両
方
向
か
ら
急
角
度
な
剥
離
を
行
う
ナ
イ
フ
形
石
器
に
特
有
の
二

次
加
工
技
術
で
あ
り
、
こ
の
調
整
剥
離
に
よ
り
素
材
（
石
刃
）
の
最

も
厚
み
の
あ
る
中
央
部
分
が
折
断
さ
れ
て
い
る（

１
）。

整
形
剥
離
に
は
多
段
階
表
面
変
化
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
左
側
縁

の
基
部
付
近
に
は
素
材
石
刃
と
同
様
の
風
化
度
を
呈
す
る
整
形
剥
離

痕
（
第
８
図
１
・
図
中
傍
点
）
が
残
存
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
こ
の
痕

跡
は
部
分
的
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
大
半
が
そ
の
後
の
加
工
痕
跡
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
当
初
の
形
態
を
即
断
す
る
こ
と
は

第 1 図 
東海道遺跡と周辺の遺跡分布図

第 2 図
付近の基本土層と出土層準（松崎Ⅳ遺跡）
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第 3 図　印西市東海道遺跡出土のナイフ形石器
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で
き
な
い
が
、
こ
の
こ
と
と
後
述
の
超
大
型
例
（
一
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
超
）
の
大
半
が
基
部
加
工
で
あ
る
こ
と
を
加
味
す
れ
ば
、
当
初

の
姿
も
同
様
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い（

２
）。

す
な
わ
ち
東
海
道
例
は
、
関
東
へ
の
搬
入
時
に
は
大
型
石
刃
で
は

な
く
、
基
部
加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
っ
た
が
、
追
加
の
整
形
剥

離
に
よ
っ
て
関
東
風
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
稀
な
例
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

使
用
痕
に
つ
い
て
は
、
肉
眼
的
に
は
確
認
さ
れ
な
い
。
左
側
縁
の

刃
部
に
部
分
的
に
刃
こ
ぼ
れ
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
使
用
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
ジ
ョ
レ
ン
に
よ
る
調
査
時
の
損
傷
（
俗
称
「
ガ
ジ

リ
」）
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
器
面
全
体
に
正
体
不
明
の
黒
色
付
着
物
が

み
ら
れ
る
。

石
材
は
、
東
北
頁
岩
（
東
北
産
珪
質
頁
岩
）
で
あ
る
。
東
北
頁
岩

製
の
ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
関
東
東
部
で
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
。
特

に
下
総
台
地
で
顕
著
で
あ
り
、
例
示
し
た
よ
う
に
、
類
例
は
東
海
道

遺
跡
に
隣
接
す
る
松
崎
地
区
内
陸
工
業
用
地
内
遺
跡
群
（
松
崎
Ⅳ
遺

跡
）
を
は
じ
め
県
内
各
所
で
み
と
め
ら
れ
る
（
第
５
図
２
ｃ
、
４
ａ
・

ｂ
、
５
）。

二　
超
大
型
の
関
連
資
料
（
第
４
～
第
６
・
第
９
図
、
第
１
表
）

東
海
道
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
資
料
は
、
太
平
洋
側
で
は
、
東
京

都
板
橋
区
菅
原
神
社
台
地
上
遺
跡
（
比
田
井
ほ
か
一
九
九
七
：
第
６

図
16
）
を
西
限
と
し
て
、
古
利
根
川
（
現
・
荒
川
筋
）
以
東
に
分
布

し
て
い
る
（
第
９
図（

３
））。

し
か
し
な
が
ら
、
第
１
表
に
掲
げ
た
よ
う
に
東
海
道
遺
跡
を
凌

駕
す
る
よ
う
な
超
大
型
例
は
、
関
東
に
は
無
く
、
か
つ
東
北
頁
岩
が

産
出
す
る
地
域
（
東
北
・
北
陸
北
部
）
で
も
十
指
に
満
た
な
い
。
ち

な
み
に
、
東
北
・
北
陸
方
面
の
類
例
は
、
北
か
ら
岩
手
県
峠
山
牧

場
Ⅰ
遺
跡
Ａ
地
区
第
五
文
化
層
（
高
橋
・
菊
池
一
九
九
九
）・
大
渡

Ⅱ
遺
跡
第
一
文
化
層
（
中
川
一
九
九
五
）、
秋
田
県
松
木
高
館
平
遺

跡
（
宇
田
川
二
〇
〇
一
）・
米
ケ
森
遺
跡
（
富
樫
ほ
か
一
九
七
七
）、

山
形
県
南
野
遺
跡
（
長
沢
一
九
七
七
）・
高
倉
山
遺
跡
（
鹿
又
ほ
か

二
〇
一
六
）・
東
山
遺
跡
（
加
藤
・
佐
々
木
一
九
七
八
）・
新
潟
県
樽

口
遺
跡
Ａ—

Ｋ
Ｈ
文
化
層
（
立
木
ほ
か
一
九
九
六
）・
上
ノ
平
遺
跡
Ａ

地
点
（
沢
田
ほ
か
一
九
九
四
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
高
倉

山
例
は
東
海
道
例
よ
り
も
や
や
小
型
で
あ
り
、
仮
に
、
こ
れ
を
除
外

す
る
と
都
合
八
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
超
大
型
例
に
つ
い
て
は
、
石
刃
素
材
で
あ
る
こ
と
は
共

通
し
て
い
る
が
、
基
部
加
工
の
も
の
が
大
半
で
あ
り
、
東
海
道
例
の

に
類
似
し
た
二
側
縁
加
工
の
も
の
は
上
ノ
平
例
が
唯
一
で
あ
る
。
た

だ
し
、
上
ノ
平
例
に
し
て
も
別
系
統
の
杉
久
保
系
と
さ
れ
て
お
り
、

東
海
道
例
と
同
一
視
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
東
海
道
の
ナ
イ
フ
形

石
器
は
東
北
・
北
陸
方
面
で
は
類
を
み
な
い
の
で
あ
る
。
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（１）千葉県の大型ナイフ形石器

№ 遺跡名 所在地 出土状態 下総編年
（立川ローム）

大きさ (cm-g) 石材 素材 整形
加工 文献長さ 幅 厚さ 重さ

1 東海道 千葉県
印西市

Ⅶ層
（単独出土）

Ⅱ a 期中段階
（Ⅶ層） 16.36 3.28 1 56.96 東北

頁岩 石刃 二側
縁

印旛郡市文
化財センタ
ー 21、22

2 滝東台　　　　　　　
（たきひがしだい）

千葉県
東金市

集中地点 A           
採集Ⅶ層

Ⅱ a 期中段階　　　　　　　
（Ⅶ層） 14.4 2.5 1 38.6 東北

頁岩 石刃 基部
椎名 95

3 滝東台　　　　　　　
（たきひがしだい）

千葉県
東金市

集中地点 B　              
Ⅶ層

Ⅱ a 期中段階
（Ⅶ層） 12 3.2 1.1 39.5 東北

頁岩 石刃 二側
縁

4 千田台（ちだだい）
千葉県
香取郡
多古町

第 3
ブロック

Ⅱ a 期新段階
（Ⅵ層下部） 13 3.3 1.6 34.7 東北

頁岩 石刃 基部・
先端

矢本・渡辺
96

（２）東北・北陸方面の事例（長さ 16.0cm 超）

№ 遺跡名 所在地 出土状態 下総編年
（立川ローム）

大きさ (cm-g) 石材 素材 整形　　
加工 文献長さ 幅 厚さ 重さ

1 峠山牧場Ⅰ遺跡
Ａ地区第５文化層

岩手県
和賀郡

西和賀町

ブロック
18

Ⅱ c 期　　　　　　　　　
（Ⅳ層上部） 19.6 7.2 3.7 354 東北

頁岩 石刃 基部・
先端

高橋・菊池
99、村木

18

2
大渡Ⅱ

（おおわたり）
第Ⅰ文化層

岩手県
和賀郡

西和賀町

第２遺物
集中区

Ⅱ a 期新
・中段階　　　　　　　　　　　　　

（Ⅵ・Ⅶ層）
16.4 3.7 1.61 88.99 東北

頁岩 石刃 基部
中川ほか

95、渋谷・
石川 10

3 松木高館平（まつ
きたかだてたいら）

秋田県
大館市 採集 Ⅱ c 期？　　　　　　　　　

（Ⅳ層上部？） 19.2 4.7 1.6 94.4 東北
頁岩 石刃 基部 宇田川 01

4 米ケ森
（よねがもり）

秋田県
大仙市 遺物集中 Ⅱ c 期

（Ⅳ層上部） 16.9 5.4 ― ― 東北
頁岩 石刃 基部

富樫ほか
77、渋谷・

石川 10

5 南野
（みなみの）

山形県
新庄市 遺物集中 Ⅱ c 期

（Ⅳ層上部） 16.8 5.5 1.9 ― 東北
頁岩 石刃 基部

長沢 77、
渋谷・石川

10

6 高倉山
山形県
最上郡
舟形町

遺物集中 不明 16.1 2.8 1.2 45.82 東北
頁岩 石刃 基部 鹿又ほか

16

7 東山
山形県

西置賜郡
小国町

採集 不明 18 ― ― ― 東北
頁岩 石刃 基部 加藤・佐々

木 78

8 樽口 A-KH 文化層 新潟県村
上市 遺物集中 Ⅱ a 期中段階　　　　　　　

（Ⅶ層上部） 19.6 3.8 1.7 107.93 東北
頁岩 石刃 基部

立木ほか
96、沢田

18、中村・
佐藤 10

9 上ノ平遺跡Ａ地点
（うえのたいら）

新潟県東
蒲原郡阿

賀町
ブロック外 Ⅱ c 期？　　　　　　　　　

（Ⅳ層上部？） 18.7 4.6 0.91 61.0 東北
頁岩 石刃 二側

縁
沢田ほか

94

（３）その他（参考）

№ 遺跡名 所在地 出土状態 下総編年
（立川ローム）

大きさ (cm-g) 石材 素材 整形　　
加工 文献長さ 幅 厚さ 重さ

1 多摩蘭坂　　　　　
（たまらんざか）

東京都国
分寺市 遺物集中 5 Ⅱ b 期　　　　　　　　　

（Ⅳ下・Ⅴ層） 14.4 5.3 2.3 173 頁岩　　
（在地）

縦長
剥片

一側
縁

舘野ほか
80

第１表　東海道遺跡出土のナイフ形石器関連資料一覧（参考資料を含む）

註：下総編年は『房総考古学ライブラリー１』参照（田村・橋本 1984）
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第 4 図　関連遺跡分布図
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第 5 図　関連資料（1）



-8-

第 6 図　関連資料（2）

18　福井県吉野堺遺跡

16　�東京都菅原神社 
台地上遺跡

17　島根県上立遺跡



-9-

さ
ら
に
、
大
半
が
素
材
の
長
さ
が
復
元
可
能
な
基
部
加
工
の
資
料

で
あ
り
、
二
側
縁
加
工
の
東
海
道
の
ナ
イ
フ
形
石
器
に
つ
い
て
は
、

素
材
の
長
さ
と
い
う
観
点
で
は
、
他
を
凌
駕
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

関
連
資
料
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
立
川
ロ
ー
ム
層
に
対
比
可
能
な

資
料
は
、
わ
ず
か
二
例
（
峠
山
牧
場
Ⅰ
遺
跡
Ａ
地
区
、
樽
口
遺
跡
）

に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
時
間
的
位
置
づ
け
に
し
て

も
確
実
視
で
き
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
ロ
ー
ム
層
の
堆
積
が
薄
く
、

層
位
的
出
土
例
や
確
実
な
年
代
測
定
値
に
恵
ま
れ
な
い
東
北
・
北
陸

方
面
の
地
域
事
情
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
方
面
で
は
古
く
か
ら
編

年
研
究
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
（
沢
田
二
〇
一
八
）。

そ
の
一
方
で
、
東
北
頁
岩
製
石
器
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
搬
入
さ
れ
た

関
東
地
方
の
状
況
は
、
東
北
地
方
の
反
映
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
つ
い
て
は
ロ
ー
ム
層
が
安
定
的
に
堆
積
し
、
層
位
的
な
検

出
が
可
能
な
関
東
地
方
の
東
北
頁
岩
製
石
器
群
が
、
東
北
編
年
の
確

立
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

三　
資
料
の
評
価
―
南
関
東
に
お
け
る
位
置
づ
け
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
７
～
第
９
図
、
第
２
表
）

で
は
本
例
の
登
場
の
歴
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
あ
ろ

う
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
下
総
を
は
じ
め
南
関
東
に
お
い
て
は
東

北
頁
岩
を
素
材
と
し
た
石
刃
生
産
技
術
が
最
も
盛
行
す
る
時
期
は
、

大
き
く
立
川
ロ
ー
ム
層
の
Ⅵ
層
段
階
（
東
海
道
例
）
と
Ⅶ
層
段
階
と

捉
え
ら
れ
、
相
互
に
密
接
な
関
係
性
を
も
っ
て
推
移
し
て
い
る
。
つ

い
て
は
、
本
稿
で
は
、
当
該
期
の
全
体
像
を
ふ
ま
え
て
東
海
道
例
の

時
間
的
な
位
置
づ
け
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

１　

下
総
台
地
に
お
け
る
関
連
資
料
の
検
討

技
術
的
特
徴　

こ
の
頃
の
技
術
基
盤
は
、
大
枠
で
は
石
刃
生
産
技
術
、

一
般
的
剥
片
生
産
技
術
、
両
極
打
法
（「
遠
山
技
法
」）
の
い
ず
れ
か

の
組
み
合
わ
せ
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

石
刃
生
産
の
技
術
要
素
に
は
、
打
面
再
生
、
稜
形
成
の
加
撃
面
調

整
、
打
面
調
整
及
び
頭
部
調
整
等
が
あ
る
。
柏
市
中
山
新
田
Ⅰ
遺
跡

や
八
千
代
市
仲
ノ
台
遺
跡
等
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
Ⅸ
層
段
階

か
ら
必
要
に
応
じ
て
行
使
さ
れ
て
い
る
模
様
で
あ
る
が
、
発
展
・
定

着
す
る
の
は
Ⅵ
・
Ⅶ
層
段
階
で
あ
る
。

石
器
石
材
と
し
て
は
、
黒
曜
石
と
東
北
頁
岩
が
双
璧
で
あ
る
。
黒

曜
石
は
信
州
系
を
主
と
し
、
角
礫
状
の
原
石
か
ら
入
念
な
石
核
調
整

を
経
て
中
・
小
の
石
刃
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東

北
頁
岩
は
基
本
的
に
石
核
が
少
な
く
、
素
材
、
製
品
で
搬
入
さ
れ
て

い
る
。

一
方
、
新
田
浩
三
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
石
刃
素
材
の
、
い
わ
ゆ

る
「
下
総
型
石
刃
再
生
技
法
」（
第
７
図
）
は
、
Ⅸ
層
上
部
～
Ⅵ
層
段

階
に
出
現
し
、
一
定
の
時
間
幅
が
あ
る
。
石
刃
を
垂
直
に
折
断
し
打
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面
部
分
を
形
成
し
た
の
ち
、
折
れ
面
を
加
撃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
側

縁
に
沿
っ
て
、
ほ
ぼ
平
行
に
樋
状
剥
離
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ

る
「
有
樋
石
刃
」
が
小
石
刃
の
生
産
の
た
め
の
石
核
か
、
刃
部
再
生

な
の
か
は
決
着
を
み
て
い
な
い
が
、
東
北
頁
岩
と
の
結
び
つ
き
と
石

材
消
費
地
に
お
け
る
資
源
の
有
効
利
用
の
一
環
と
い
う
点
で
は
意
見

が
一
致
し
て
い
る
（
新
田
一
九
九
五（

４
））。

今
の
と
こ
ろ
下
総
型
石
刃
再
生
技
法
の
関
連
資
料
は
、
下
総
方
面

に
関
連
資
料
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
点
で
東
北

地
方
と
の
間
に
介
在
す
る
茨
城
・
栃
木
方
面
の
状
況
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
方
面
で
は
、
関
連
遺
跡
が
数
か
所
（
茨
城
県
西

光
遺
跡
・
上
境
旭
台
遺
跡
・
永
国
遺
跡
、
栃
木
県
中
根
遺
跡
・
伊
勢

崎
Ⅱ
遺
跡
・
寺
平
遺
跡
な
ど
）
に
す
ぎ
ず
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
が
、

下
総
の
方
が
石
刃
の
変
形
度
や
再
加
工
の
度
合
い
が
高
い
こ
と
（
有

樋
石
刃
の
多
産
と
石
刃
石
核
の
減
少
）
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
要
因

と
し
て
は
、
石
材
産
地
か
ら
の
距
離
の
遠
近
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
い
わ
ゆ
る
「
遠
山
技
法
」
に
つ
い
て
は
、
と
か
く
時
空
分

布
や
技
術
的
な
特
殊
性
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
遠
山
遺
跡
が

位
置
す
る
下
総
東
部
で
は
、
時
期
を
問
わ
ず
在
地
の
小
円
礫
を
用
い

た
楔
形
石
器
が
出
土
し
て
お
り
、
技
術
的
に
も
通
常
の
両
極
打
法
の

範
疇
で
十
分
理
解
が
可
能
と
考
え
て
い
る（

５
）。

石
器
組
成　

主
な
器
種
と
し
て
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
掻
器
、
削
器
、

彫
刻
刀
形
石
器
、
楔
形
石
器
及
び
石
錐
が
あ
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
の

他
に
、
楔
形
石
器
の
比
重
が
高
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
り
、
第
二
黒

色
帯
上
部
で
は
頻
出
す
る
。
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
Ⅵ
層
上
部
を
主

体
と
す
る
掻
器
の
出
土
例
が
注
目
さ
れ
る
。
掻
器
に
つ
い
て
は
、
市

原
市
細
山
（
２
）
遺
跡
に
お
い
て
Ⅸ
層
上
部
か
ら
石
刃
素
材
の
資
料

（
信
州
系
黒
曜
石
）
が
単
体
で
発
見
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
が
、
島
立
桂

が
主
張
す
る
よ
う
に
本
格
的
な
導
入
は
当
該
期
と
考
え
ら
れ
る
（
島

立
二
〇
一
六
）。
そ
の
背
景
と
し
て
は
堤
隆
の
言
う
よ
う
に
「
寒
冷
地

適
応
戦
略
と
し
て
の
皮
革
利
用
の
重
要
性
」
に
あ
り
、
考
古
学
的
に

は
寒
冷
地
仕
様
の
一
環
と
推
定
さ
れ
る
（
堤
二
〇
〇
〇
）。

石
器
石
材　

当
該
期
の
岩
種
は
、
東
北
頁
岩
、
黒
曜
石
、
黒
色
頁
岩

及
び
黒
色
安
山
岩
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
石
器
石
材
の

使
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
印
旛
沼
低
地
を
境
と
し
て
東
西
の
地
域
性

が
見
ら
れ
、
時
期
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
が
、
下
総
西
部
は
信
州
系

黒
曜
石
と
利
根
川
系
の
黒
色
頁
岩
・
黒
色
安
山
岩
、
下
総
東
部
は
東

北
頁
岩
が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
東
北
頁
岩
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、

在
地
石
材
で
補
完
し
て
い
る
。

黒
曜
石
は
前
述
の
よ
う
に
、
信
州
系
を
主
体
と
し
て
い
る
。
黒
曜

石
は
当
初
角
礫
で
搬
入
さ
れ
た
が
、
地
域
内
で
板
状
に
な
る
ま
で
小

型
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
下
総
西
部
に
お
け
る
黒
曜
石
の
徹
底

消
費
が
、
下
総
東
部
の
東
北
頁
岩
製
石
器
群
の
見
か
け
上
の
顕
在
化

を
招
い
た
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
東
北
頁
岩
に
は
運
搬
や
再
加
工
・
転
用
に
向
く
物
性
が
あ
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第 7 図 下総型石刃再生技法の典型例（香山新田中横堀〈空港 No.7〉遺跡）

第 8 図　東海道遺跡のナイフ形石器と下総型石刃再生技法の好例（柏市小山台遺跡）
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り
、か
つ
そ
の
搬
入
形
態
は
製
品
や
素
材
が
多
く
、原
石
は
稀
で
あ
る
。

東
北
頁
岩
は
、
Ⅸ
層
以
前
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
Ⅶ
・
Ⅵ
層
段
階
に

急
増
し
石
刃
技
法
の
発
達
と
呼
応
し
て
い
る
。
石
刃
を
素
材
と
し
た

石
器
製
作
・
再
生
の
痕
跡
は
下
総
東
部
に
多
く
、
多
様
な
母
岩
別
資

料
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

時
間
的
位
置
づ
け　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
下
総
を
は
じ
め
南
関
東

に
お
い
て
は
、
東
北
頁
岩
を
素
材
と
し
た
石
刃
生
産
技
術
が
最
も
盛

行
す
る
時
期
は
、
Ⅵ
・
Ⅶ
層
段
階
で
あ
る
。
南
関
東
で
の
出
土
例
は
、

武
蔵
野
台
地
東
縁
部
の
東
京
都
板
橋
区
菅
原
神
社
台
地
上
遺
跡
で
豊
富

な
資
料
が
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
主
た
る
分
布
は
ほ
ぼ
下
総
台
地

周
辺
に
限
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
石
刃
生
産
そ
の
も
の
は
、
南
関
東
一
円

に
多
く
の
資
料
が
見
ら
れ
る
が
、
東
北
頁
岩
を
念
頭
に
置
く
と
、
古

利
根
川
以
東
に
偏
っ
て
お
り
、
地
域
的
に
か
な
り
限
定
さ
れ
る
よ
う

で
あ
る
。

さ
て
、
下
総
台
地
に
お
け
る
Ⅵ
・
Ⅶ
層
の
段
階
の
石
器
群
に
つ

い
て
は
、「
房
総
考
古
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
１
」
刊
行
（
田
村
・
橋
本

一
九
八
四
）
以
後
、
膨
大
な
資
料
が
蓄
積
さ
れ
、
地
域
相
を
中
心
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
論
議
を
呼
ん
で
い
る
。

従
来
の
研
究
成
果
を
念
頭
に
置
き
、
資
料
操
作
の
便
を
図
る
た
め

に
、
第
２
表
の
と
お
り
下
総
全
域
の
再
構
築
を
試
み
、
様
相
解
明
の

第
一
歩
と
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
大
別
三
群
、
細
別
五
類
と
い
う
区

分
は
、
あ
く
ま
で
基
本
形
を
提
示
し
た
に
す
ぎ
ず
、
中
間
的
な
内
容

の
石
器
群
も
あ
り
、
厳
密
に
区
分
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、

相
互
に
関
連
し
合
っ
て
お
り
、
時
間
的
序
列
や
地
域
性
等
の
固
定
化

を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。

第
Ⅰ
～
Ⅱ
ａ
群
は
南
関
東
の
一
般
的
様
相
を
、
第
Ⅱ
ｂ
～
Ⅲ
群
が

下
総
特
有
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
前
者
は
南
関
東

特
有
の
石
器
群
と
し
て
相
模
野
台
地
・
武
蔵
野
台
地
の
石
器
群
の
流

れ
を
汲
む
の
に
対
し
て
、
後
者
は
下
総
方
面
の
地
域
相
と
捉
え
ら
れ

る
。三

つ
の
う
ち
、
大
略
、
第
Ⅰ
群
は
Ⅵ
層
段
階
、
第
Ⅱ
ａ
・
Ⅲ
群
は

Ⅶ
層
段
階
に
属
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
Ⅱ
ｂ
群
は
、
ほ
ぼ
通
有

の
石
器
群
と
認
識
さ
れ
る
が
、
仔
細
に
み
れ
ば
、
Ⅵ
層
上
部
で
は
第

Ⅱ
ｂ
群
は
、
ほ
と
ん
ど
影
を
潜
め
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
薄
い
層
厚

が
危
惧
さ
れ
る
が
、
群
単
位
で
は
、
大
枠
と
し
て
、
第
Ⅱ
ａ
群
・
Ⅲ

群
→
第
Ⅰ
ｂ
群
・
第
Ⅱ
ｂ
群
→
第
Ⅰ
ａ
群
の
順
に
推
移
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

Ⅶ
層
段
階
に
は
、
印
旛
沼
・
鹿
島
川
水
系
を
境
と
し
て
、
下
総
西

部
に
第
Ⅱ
ａ
群
、
下
総
東
部
に
第
Ⅱ
ｂ
群
と
第
Ⅲ
群
が
主
体
的
に
み

ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
第
Ⅱ
ａ
群
は
南
関
東
に
お
け
る
一
般
的
な
ナ
イ

フ
形
石
器
主
体
の
一
群
で
あ
り
、
第
Ⅱ
ｂ
群
は
Ⅸ
層
上
部
の
横
芝
光

町
木
戸
台
遺
跡
を
最
古
と
し
て
、
大
網
白
里
市
沓
掛
貝
塚
、
市
原
市

草
刈
遺
跡
Ｃ
区
・
武
士
遺
跡
等
Ⅵ
層
段
階
ま
で
継
続
す
る
。
ま
た
、

第
Ⅲ
群
の
楔
形
石
器
は
下
総
全
域
に
広
が
り
を
見
せ
る
が
、
下
総
台
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第Ⅰ群　中・小型石刃を素材とする石器群

a
類
：
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
体
と
し

て
、
掻
器
を
組
成
す
る
一
群

主な遺跡 ：成田市飯仲金堀遺跡、佐倉市栗野遺跡、香取郡多古町千田台遺跡、旭市桜井平遺跡、
千葉市馬場遺跡、大網白里市砂田中台遺跡、木更津市下野洞遺跡

遺跡分布
：下総全域（比較資料：神奈川県藤沢市慶應義塾藤沢校地内遺跡、東京都（世田谷区
祖師谷大道北遺跡・嘉留多遺跡）、群馬県（高崎市多胡蛇黒遺跡、伊勢崎市波志江西
宿遺跡）、茨城県（牛久市西ノ原遺跡、つくば市中原遺跡、筑西市中根十三塚遺跡）、
栃木県（芳賀郡茂木町寺平遺跡）

時　　期 ：立川ロームⅦ層上～Ⅵ層上（Ⅵ層主体）

石器組成 ：ナイフ形石器主体。他に掻器、削器、彫刻刀形石器、楔形石器及び石錐等。
石材組成 ：信州系黒曜石と東北頁岩が二大石材。ただし岩石種が多様化。

技術特性 ：石刃・縦長剝片系を主体とするが、精緻な調整技術は影を潜める。時として下総型石
刃再生技法（千田台、桜井平）を採用。

b
類
：
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
体

と
す
る
一
群

主な遺跡
：流山市若葉台遺跡、柏市水砂遺跡・聖人塚遺跡・道堀遺跡、鎌ケ谷市上葉貫台遺跡、
印西市泉北側第２遺跡・木苅峠遺跡、八千代市権現後遺跡、佐倉市木戸場遺跡、四
街道市出口・鐘塚遺跡、千葉市押沼第一遺跡・小中台（２）・新堀込遺跡

遺跡分布 ：下総西部（比較資料：神奈川県綾瀬市寺尾遺跡、東京都（小平市鈴木遺跡、調布市
飛田給北遺跡）、埼玉県富士見市栗谷ツ遺跡等）

時　　期 ：立川ロームⅥ層
石器組成 ：ほぼナイフ形石器に限定。

石材組成 ：信州系黒曜石と東北頁岩が二大石材であるが、遺跡によって量比が異なる。ただし、
小中台（２）・新堀込では高原山産黒曜石、下総西部の水砂と聖人塚では黒色頁岩が主体。

技術特性 ：調整技術が発達した石刃技法が主体。
第Ⅱ群　大型石刃を素材とする石器群

a
類
：
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主

体
と
す
る
一
群

主な遺跡 ：鎌ケ谷市東林跡遺跡、松戸市野見塚遺跡、白井市復山谷遺跡、八千代市北海道遺跡、
四街道市出口鐘塚遺跡・御山遺跡、佐倉市池向遺跡、東金市鉢ヶ谷遺跡

遺跡分布
：主として下総西部（関連遺跡：東京都板橋区菅原神社台地上遺跡、茨城県（稲敷郡
美浦村陣屋敷遺跡・根本遺跡、土浦市永国遺跡、つくば市上境旭台遺跡、那珂郡東
海村西光遺跡）、栃木県真岡市伊勢崎Ⅱ遺跡）

時　　期 ：立川ロームⅦ層
石器組成 ：ナイフ形石器主体。他に掻器、削器、彫刻刀形石器、及び楔形石器等。
石材組成 ：黒色頁岩、黒色安山岩、信州系黒曜石、及び東北頁岩が主体。
技術特性 ：調整技術が発達した石刃技法が主。時として、これに下総型石刃再生技法が介在。

b
類
：
下
総
型
石
刃
再
生
技
法

を
主
体
と
す
る
一
群

主な遺跡

：柏市小山台遺跡・矢船Ⅰ・Ⅱ遺跡、流山市市野谷向山遺跡・市野谷芋久保遺跡、印
西市宮内遺跡、佐倉市向原遺跡、八街市榎戸小富遺跡、山武郡芝山町香山新田中横
堀（空港№７）遺跡・芝山西ノ台遺跡・古宿上谷遺跡、山武郡横芝光町木戸台遺跡、
東金市滝東台遺跡、大網白里市升形遺跡・沓掛貝塚、香取郡多古町一鍬田甚兵衛山西

（空港№ 16）遺跡、市原市武士遺跡・草刈遺跡Ｃ区
遺跡分布 ：主として下総東部
時　　期 ：立川ロームⅨ層上～Ⅵ層
石器組成 ：ナイフ形石器、大型・小型石刃、石刃素材石核、有樋石刃及び彫刻刀形石器等。
石材組成 ：大半が東北頁岩
技術特性 ：調整技術が高度に発達した石刃技法と下総型石刃再生技法の共存。

第Ⅲ群

楔
形
石
器
を
主
体
と
す
る 

石
器
群

（
両
極
打
法
＝
「
遠
山
技
法
」）

主な遺跡 ：山武郡横芝光町遠山天ノ作遺跡、香取市出口遺跡、佐倉市芋窪遺跡・大林遺跡・大
堀遺跡（Ⅶ層）、山武市四ツ塚遺跡・赤羽根遺跡（Ⅸ層）

遺跡分布 ：主として下総東部（比較資料：土浦市下郷古墳群（石刃素材の楔形石器製作跡・黒色
頁岩製）

時　　期 ：立川ロームⅨ～Ⅶ層
石器組成 ：楔形石器主体。他の器種がほとんど介在せず、少量のナイフ形石器及び削器が共伴。
石材組成 ：安山岩、チャート等の小型円礫（礫層起源）

技術特性 ：非石刃系であるが、小石刃の生産に関与という見解もある。①剝片・石刃素材：芋窪・
大林・大堀、②円礫素材：遠山天ノ作、出口、東峰御幸畑西（空港№ 61）

第２表　下総台地における立川ロームⅥ・Ⅶ層段階の石器群の様相とその変遷
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地
東
縁
で
は
、
集
中
的
な
生
産
の
痕
跡
が
見
ら
れ
地
域
色
が
濃
厚
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
周
辺
地
域
で
は
、
茨
城
県
土
浦
市
下
郷
古
墳
群

の
楔
形
石
器
の
一
群
（
石
刃
素
材
）
が
関
連
づ
け
ら
れ
る
（
平
石

二
〇
〇
〇
）。

Ⅵ
層
段
階
に
な
る
と
、
下
総
西
部
で
は
信
州
系
黒
曜
石
と
東
北
頁

岩
を
二
大
石
材
と
し
た
石
刃
石
器
群
（
第
Ⅰ
ｂ
群
）、下
総
東
部
で
は
、

引
き
続
い
て
東
北
頁
岩
製
石
刃
を
素
材
と
し
た
リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
型
の

石
器
群
（
第
Ⅱ
ｂ
群
）
が
存
続
す
る
。
こ
の
う
ち
、
下
総
西
部
の
信

州
系
黒
曜
石
と
東
北
頁
岩
の
量
比
に
つ
い
て
は
、
遺
跡
単
位
の
偏
在

性
（
遺
跡
間
変
異
）
が
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は

首
肯
で
き
る
が
、
流
山
市
若
葉
台
遺
跡
、
印
西
市
泉
北
側
第
二
遺
跡
・

木
苅
峠
遺
跡
、
八
千
代
市
権
現
後
遺
跡
、
柏
市
道
堀
遺
跡
、
佐
倉
市

木
戸
場
遺
跡
な
ど
の
東
京
湾
に
近
い
地
域
の
遺
跡
で
は
、（
信
州
系
）

は
黒
曜
石
優
位
と
な
っ
て
お
り
、
東
北
頁
岩
が
多
用
さ
れ
て
い
る
例

は
少
数
派
で
あ
る
。

Ⅵ
層
上
部
に
至
り
、
Ⅳ
下
・
Ⅴ
層
段
階
へ
の
過
渡
的
な
第
Ⅰ
ａ
類

が
下
総
全
域
に
主
体
的
に
分
布
す
る
。
下
総
西
部
の
黒
曜
石
、
下
総

東
部
の
東
北
頁
岩
と
い
う
石
材
の
使
用
傾
向
は
こ
の
時
期
に
も
基
本

的
に
堅
持
さ
れ
る
が
、
岩
石
種
が
多
様
性
を
増
す
一
方
、
東
北
頁
岩

の
急
激
な
減
少
が
地
域
を
超
え
て
現
象
化
す
る
。
ま
た
、
石
刃
生
産

に
関
わ
る
石
核
の
調
整
頻
度
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
石
器
群
の
中
で
東
海
道
例
は
大
枠
で
は
第
Ⅱ
群
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
単
独
出
土
の
た
め
そ
の
評
価
は
難
し
い
が
、
結

論
と
し
て
は
、
先
の
「
下
総
型
石
刃
再
生
技
法
」
に
関
連
づ
け
ら
れ

る
。
下
総
型
の
遺
跡
内
へ
の
搬
入
形
態
に
つ
い
て
は
、
新
田
に
よ

れ
ば
こ
れ
ま
で
「
大
型
・
中
型
石
刃
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

後
、
柏
市
小
山
台
例
か
ら
は
、
氏
が
自
ら
吐
露
し
た
よ
う
に
「
大
型

の
ナ
イ
フ
形
石
器
を
素
材
」
と
し
た
資
料
が
出
土
し
て
い
る
（
新
田

二
〇
一
七
）。
す
な
わ
ち
小
山
台
例
は
、
下
総
型
の
母
型
（
素
材
）
に

は
石
刃
の
み
な
ら
ず
ナ
イ
フ
形
石
器
も
あ
る
こ
と
を
指
し
示
し
て
お

り
、
東
海
道
遺
跡
の
超
大
型
ナ
イ
フ
形
石
器
に
つ
い
て
も
そ
の
可
能

性
が
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
第
８
図
）。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
追
加
の
整
形
剥
離
が
施
さ
れ
、
関

東
風
の
形
態
改
変
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
単
な
る

下
総
型
の
母
型
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
し
て
、
①
従
来
の

ナ
イ
フ
形
石
器
に
比
べ
て
あ
ま
り
に
も
長
大
で
あ
る
こ
と
、
②
精
製

品
で
あ
る
こ
と
、
③
関
東
以
西
で
は
唯
一
の
超
大
型
例
（
希
少
性
）

で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
当
該
資
料
に
つ
い
て
は
実
用
品
で
は

な
く
、
儀
礼
や
儀
式
な
ど
の
当
時
の
精
神
文
化
の
産
物
の
可
能
性
も

浮
上
す
る（

６
）。
た
だ
し
、
東
北
・
北
陸
方
面
の
事
例
に
つ
い
て
は
大
型

石
刃
石
器
群
の
一
員
で
あ
り
、
素
材
の
石
刃
の
大
き
さ
に
つ
い
て
も

超
大
型
ナ
イ
フ
形
石
器
を
超
え
る
例
が
垣
間
見
ら
れ
る（

７
）。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
、
関
東
の
地
域
色
と
し
て

お
い
た
方
が
安
全
で
あ
ろ
う
。
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第 9 図　下総台地の主な関連遺跡とその広がり
（立川ロームⅥ・Ⅶ層段階）

註：遺跡名が非表示のものは拙稿（橋本 2006）参照。
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２　

搬
入
形
態
と
搬
入
ル
ー
ト
（
第
９
図
）

下
総
に
お
け
る
東
北
頁
岩
の
搬
入
形
態
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く

が
原
石
で
は
な
く
素
材
、
製
品
・
母
型
で
あ
り
、
信
州
系
黒
曜
石
と

と
も
に
徹
底
的
に
消
費
さ
れ
、
不
足
分
は
関
東
在
地
の
近
隣
石
材
で

補
う
と
い
う
構
図
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
東
北
方
面
か
ら
関
東
へ
の
流
入
経
路
に
あ
た
る
東

関
東
方
面
（
栃
木
・
茨
城
方
面
）
の
状
況
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
方
面
で
は
調
査
の
立
ち
後
れ
の

た
め
、
検
討
可
能
な
資
料
は
限
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
詳
細
に

つ
い
て
は
、
資
料
の
蓄
積
を
待
つ
ほ
か
は
な
い
。

た
だ
し
、
旧
石
器
時
代
遺
跡
の
調
査
が
進
む
群
馬
方
面
の
資
料
が

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
北
地
方
か
ら
下
総
へ
の
東
北
頁
岩
製

石
器
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
東
関
東
の
茨
城
・
栃
木
方
面
を
経
由

し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る（

８
）。

そ
し
て
、
図
示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
ル
ー
ト
の
終
わ
り
に
は
古
利

根
川（
現
・
荒
川
筋
）が
控
え
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。ち
な
み
に
、

こ
の
古
利
根
川
ラ
イ
ン
は
、
旧
石
器
時
代
に
通
時
的
に
存
在
し
縄
文

時
代
以
降
に
は
消
失
し
た
こ
と
が
解
っ
て
い
る
（
橋
本
二
〇
二
二

a
・
b
）。
た
だ
し
、
そ
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
謎

と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

お
わ
り
に
―
資
料
の
意
義
―

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
東
海
道
遺
跡
出
土
の
ナ
イ
フ
形
石
器

は
東
北
・
北
陸
以
外
で
は
最
大
で
あ
り
、
か
つ
優
美
で
あ
る
。
そ
し

て
希
少
性
も
高
く
、
そ
の
形
態
は
東
北
地
方
で
は
他
に
類
を
み
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
同
一
形
態
の
も
の
は
、
関
東
の
小
型
例
に
ま
ま
み

ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
①
同
一
形
態
の
超
大
型
例
が
東
北

頁
岩
の
本
場
（
東
北
・
新
潟
北
部
）
に
は
な
い
こ
と
、
②
超
大
型
例

の
大
半
が
基
部
整
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
る
こ
と
、
③
当
初
の
整

形
剝
離
痕
が
基
部
付
近
に
残
存
し
て
い
る
こ
と
、
を
考
え
あ
わ
せ
る

と
、
関
東
へ
の
搬
入
形
態
は
、
素
材
（
石
刃
）
で
は
な
く
お
そ
ら
く

基
部
整
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
り
、
関
東
に
搬
入
後
に
追
加
の
整

形
剥
離
が
施
さ
れ
二
側
縁
加
工
の
ナ
イ
フ
形
石
器
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

機
能
面
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
下
総
型
石
刃
再
生
技
法
の
母
型
と

精
神
文
化
の
産
物
と
い
う
二
面
性
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

後
者
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
類
例
に
欠
け
る
た
め
に
、
可
能
性
の

域
を
出
な
い
。
真
の
意
味
で
の
位
置
づ
け
は
今
後
の
課
題
で
あ
り
、

検
証
に
向
け
て
資
料
の
蓄
積
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

謝
辞　

本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
以
下
の
方
々
か
ら
ご
教
示
・
ご
協

力
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
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あ
る
。小

菅
將
夫
、
飯
島
伸
一
、
根
本
岳
史
、
小
倉
和
重
、
喜
多
裕
明
、

新
田
浩
三
、
鹿
又
喜
隆
、
山
岡
磨
由
子
、
澤
田
敦
、
村
上
市
教

育
委
員
会
、
印
西
市
教
育
委
員
会
、
公
益
財
団
法
人
印
旛
郡
市

文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
公
益
財
団
法
人
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査

事
業
団
、
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
福
井
県
教
育
庁
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
、
島
根
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
。

（
註
）

１　

対
向
調
整
剥
離
と
は
、
剥
片
の
表
裏
か
ら
垂
直
に
近
い
角
度
で
剥
離
を

行
う
ナ
イ
フ
形
石
器
の
整
形
加
工
の
一
種
で
あ
る
。
そ
の
結
果
「
両
方

向
か
ら
の
剝
離
痕
が
背
部
中
央
で
交
錯
す
る
。」（
佐
藤
二
〇
二
一
）。
こ

の
種
の
調
整
は
、
厚
み
の
あ
る
部
分
の
加
工
に
適
用
さ
れ
て
お
り
、
製

作
時
の
器
体
の
安
定
性
と
効
果
的
な
剥
離
の
観
点
か
ら
、
両
極
打
法
が

用
い
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
対
向
調
整
剥
離
は
関
東
特
有
の
技

術
で
は
な
く
、
東
北
・
北
陸
方
面
で
も
宮
城
県
賀
篭
沢
遺
跡
（
大
場

二
〇
〇
四
）・
西
野
田
遺
跡
（
丹
羽
ほ
か
一
九
七
四
）、
山
形
県
上
ミ

野
遺
跡
（
羽
石
ほ
か
二
〇
〇
四
）・
八
森
遺
跡
（
橋
本
二
〇
二
二
a
）・

越
中
山
Ｋ
遺
跡
（
加
藤
一
九
七
五
）、
新
潟
県
樽
口
遺
跡
（
立
木
ほ
か

一
九
九
六
）
の
ナ
イ
フ
形
石
器
の
整
形
剥
離
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

２　

下
総
に
お
い
て
は
、
当
該
期
の
ナ
イ
フ
形
石
器
の
長
さ
は
三
～
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
り
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
は
稀

で
あ
る
。

３　

北
陸
・
山
陰
方
面
の
主
な
資
料
と
し
て
は
、
富
山
県
福
光
町
嫁
兼
平

林
遺
跡
（
稲
田
一
九
八
六
・
一
九
八
八
）・
上
市
町
眼
目
新
丸
山
遺

跡
（
稲
田
一
九
八
六
・
一
九
八
八
）、
石
川
県
辰
口
町
灯
台
笹
遺
跡
（
稲

田
一
九
八
六
・
一
九
八
八
）・
金
沢
市
金
沢
城
下
町
遺
跡
（
金
山
ほ
か

二
〇
一
四
）、
福
井
県
永
平
寺
町
吉
野
堺
遺
跡
（
青
木
ほ
か
二
〇
一
四
：

第
六
図
一
八
）、
鳥
取
県
米
子
市
小
波
原
畑
遺
跡
（
稲
田
一
九
八
六
、
鳥

取
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
八
八
）、島
根
県
松
江
市
上
立
遺
跡
（
丹

羽
野
二
〇
〇
一
：
第
六
図
一
七
）
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
日
本
海
側

の
遺
跡
分
布
の
南
限
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
松
江
市
付
近
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
時
期
決
定
に
必
要
な
東
北
・
北
陸
編
年
が
不
確

定
な
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
資
料
と
関
東
地
方
と
の
時
間
的
な
対
比
は
今

の
と
こ
ろ
困
難
で
あ
る
。

４　

下
総
型
石
刃
再
生
技
法
と
は
、「
下
総
台
地
の
Ⅶ
層
か
ら
Ⅵ
層
段
階
の
石

器
群
の
う
ち
、
大
形
・
中
形
石
刃
を
石
器
素
材
と
し
て
搬
入
し
、
石
刃

の
縁
辺
を
頻
繁
に
再
生
し
、
新
鮮
な
縁
辺
あ
る
い
は
、
刃
部
の
作
り
出

し
を
行
う
も
の
を
い
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
石
刃
の
再
生
が
主
体
的

で
あ
る
が
、
再
生
の
際
に
剥
離
さ
れ
た
剥
片
・
小
形
石
刃
も
再
利
用
す

る
も
の
も
副
次
的
に
み
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
石
刃
の
究
極
ま
で

の
再
利
用
を
行
う
技
法
を
さ
す
。」（
新
田
一
九
九
五
）。
な
お
、「
有
樋

石
刃
」
は
彫
刻
刀
面
作
出
又
は
小
石
刃
の
剥
離
の
失
敗
品
で
あ
り
、
し

ば
し
ば
そ
の
場
に
残
置
さ
れ
て
い
る
。
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５　

ち
な
み
に
、
道
澤
明
に
よ
れ
ば
、
下
総
の
楔
形
石
器
関
連
遺
跡
は
、
旧

石
器
時
代
～
縄
文
草
創
期
だ
け
で
も
七
五
か
所
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち

立
川
ロ
ー
ム
Ⅵ
・
Ⅶ
層
段
階
の
も
の
は
三
〇
か
所
を
超
え
大
勢
を
な
す

（
道
澤
二
〇
一
九
）。

６　

精
神
文
化
の
産
物
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
使
用
痕
の
有
無

も
重
要
な
判
断
材
料
（
実
用
・
非
実
用
）
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
使
用
痕
に
つ
い
て
は
肉
眼
で
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
が
、
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
は
顕
微
鏡
下
の
子
細
な
分
析
を
待
っ
て
判

断
し
た
い
。

７　

ち
な
み
に
、
第
１
表
の
う
ち
高
倉
山
遺
跡
、
東
山
遺
跡
（
素
材
）、
南
野

遺
跡
（
掻
器
）、
松
木
高
館
平
遺
跡
、
及
び
峠
下
牧
場
Ⅰ
遺
跡
Ａ
地
区
が

こ
れ
に
該
当
す
る
。

８　

茨
城
・
栃
木
方
面
の
遺
跡
分
布
が
希
薄
な
理
由
と
し
て
は
調
査
の
遅
れ

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
群
馬
方
面
で
は
調
査
の
進
展
が
著

し
い
が
、
資
料
は
さ
ほ
ど
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
岩
宿
博

物
館
の
小
菅
將
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
東
北
頁
岩
製
の
ナ
イ
フ
形
石
器
の
出

土
例
と
し
て
は
渋
川
市
房
谷
戸
遺
跡
・
勝
保
沢
中
ノ
山
遺
跡
、
前
橋
市

今
井
三
騎
堂
遺
跡
Ⅳ
Ａ
地
点
・
今
井
見
切
塚
遺
跡
・
熊
の
穴
Ⅱ
遺
跡
、

舞
台
遺
跡
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
う
ち
立
川
ロ
ー
ム
Ⅶ
層
段
階
の
資
料

に
つ
い
て
は
、
前
橋
市
今
井
見
切
塚
遺
跡
・
熊
の
穴
Ⅱ
遺
跡
、
伊
勢
崎

市
舞
台
遺
跡
が
該
当
す
る
が
散
発
的
で
あ
る
。

引
用
参
考
文
献

青
木
隆
佳
・
赤
澤
徳
明
・
富
山
正
明
『
吉
野
堺
遺
跡
―
中
部
縦
貫
自
動
車
道

建
設
事
業
に
伴
う
調
査
一
三
―
』（
福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
一
四
年
）。

伊
藤
弘
一
『
千
葉
県
印
西
市
前
戸
遺
跡
―
印
西
市
道
〇
〇
‒
一
一
六
号
線
埋

蔵
文
化
財
調
査
―
』（
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
）。

稲
田
孝
司
「
中
国
地
方
旧
石
器
文
化
の
諸
問
題
」（『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』

七
、一
九
八
六
年
）
七
五
～
九
四
頁
。

稲
田
孝
司
「
文
化
と
集
団
」（『
古
代
史
復
元
一　

旧
石
器
人
の
生
活
と
集
団
』

講
談
社
、
一
九
八
八
年
）
一
三
一
～
一
三
六
頁
。

印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
「
東
海
道
遺
跡
―
超
大
型
の
ナ
イ
フ
を
携
え
た

狩
人
―
」（『
令
和
三
年
度
最
新
考
古
資
料
展
』
二
〇
二
一
年
ａ
）。

印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
「
印
西
市
東
海
道
遺
跡
（
第
二
地
点
二
次
）」（『
広

報
誌　

フ
ィ
ー
ル
ド
ブ
ッ
クvol.

四
六
』
二
〇
二
一
年
ｂ
）。

印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
「（
一
二
）　

印
西
市
東
海
道
遺
跡
（
第
二
地
点

二
次
）（
〇
九
‒
一
五
〇
）」（『
公
益
財
団
法
人　

印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン

タ
ー
年
報
三
七
―
令
和
二
年
度
―
』
二
〇
二
二
年
）
一
〇
～
一
一
頁
。

宇
田
川
浩
一
「
大
館
市
松
木
高
館
平
遺
跡
出
土
の
旧
石
器
に
つ
い
て
」（『
秋
田

考
古
学
』
第
四
七
号
、秋
田
考
古
学
協
会
、二
〇
〇
一
年
）
六
二
～
六
七
頁
。

大
内
千
年
ほ
か
『
松
崎
地
区
内
陸
工
業
用
地
造
成
整
備
事
業
埋
蔵
文
化
財
調

査
報
告
書
五　

印
西
市
松
崎
Ⅳ
遺
跡
・
松
崎
Ⅴ
遺
跡
』（
千
葉
県
文
化
財
セ

ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
年
）。
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大
場
正
善
「
宮
城
県
柴
田
郡
村
田
町
新
川
流
域
遺
跡
群
に
つ
い
て
―
東
北
地

方
南
部
太
平
洋
側
に
あ
る
後
期
旧
石
器
時
代
の
玉
髄
原
産
地
遺
跡
か
ら
の

予
察
―
」（『
宮
城
考
古
学
』
第
六
号
、
宮
城
県
考
古
学
会
、
二
〇
〇
四
年
）

一
～
三
四
頁
。

奥
田
正
彦
ほ
か
『
主
要
地
方
道
成
田
松
尾
線
Ⅲ
』（
遠
山
天
ノ
作
遺
跡
）（
千

葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
六
年
）。

加
藤
稔
「
越
中
山
遺
跡
」（『
日
本
の
旧
石
器
文
化
』
第
二
巻
、
雄
山
閣
、

一
九
七
五
年
）
一
一
二
～
一
三
七
頁
。

加
藤
稔
・
佐
々
木
洋
治「〈
資
料
紹
介
〉山
形
県
小
国
町
東
山
発
見
の
旧
石
器
群
」

（『
山
形
考
古
』
第
二
第
三
号
、
山
形
考
古
学
会
、
一
九
七
八
年
）
八
四
～

九
六
頁
。

金
山
啓
哉
ほ
か
『
金
沢
市
金
沢
城
下
町
遺
跡
（
丸
の
内
七
番
地
点
）
一
』（
石

川
県
教
育
委
員
会
・
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
四
年
）。

鹿
又
喜
隆
ほ
か
『
東
北
文
化
資
料
叢
書
第
九
集　

最
上
川
流
域
の
後
期
旧
石

器
文
化
の
研
究
三　

高
倉
山
遺
跡
』（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古

学
研
究
室
、
二
〇
一
六
年
）。

北
沢
実
ほ
か
『
帯
広
・
川
西
Ｃ
遺
跡
』（
帯
広
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
八
年
）。

工
藤
雄
一
郎
「
三　

旧
石
器
時
代
研
究
に
お
け
る
年
代
・
古
環
境
論
」（『
講

座
日
本
の
考
古
学
一　

旧
石
器
時
代
（
上
）』
青
木
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）

一
二
四
～
一
五
五
頁
。

工
藤
雄
一
郎『
旧
石
器
・
縄
文
時
代
の
環
境
文
化
史
』（
新
泉
社
、二
〇
一
二
年
）。

工
藤
雄
一
郎
「
暦
年
較
正
曲
線Intcal20

と
日
本
列
島
の
後
期
旧
石
器
時
代

の
年
代
」『
旧
石
器
研
究
』
第
一
七
号
、
日
本
旧
石
器
学
会
、
二
〇
二
一
年
）

一
～
一
四
頁
。

黒
沢
崇
『
印
西
市
道
〇
〇
‒
〇
二
六
号
線
道
路
改
良
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
調

査
報
告
書　

印
西
市
東
海
道
遺
跡
』（
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
文
化
財
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
一
四
年
）。

小
菅
將
夫
『
第
六
二
回
企
画
展　

ナ
イ
フ
形
石
器
―
発
達
期
の
石
器
群
を
追

う
―
』（
岩
宿
博
物
館
、
二
〇
一
六
年
）。

佐
川
正
敏
・
大
場
正
善
「
賀
篭
沢
遺
跡
二
〇
〇
三
年
度
の
発
掘
調
査
の
成
果
」

（『
第
一
七
回
東
北
日
本
の
旧
石
器
文
化
を
語
る
会　

予
稿
集
』
東
北
日
本

の
旧
石
器
文
化
を
語
る
会
、
二
〇
〇
三
年
）
四
一
～
五
三
頁
。

佐
久
間
光
平
ほ
か
（
宮
城
県
考
古
学
会　

旧
石
器
部
会
）『
宮
城
の
旧
石
器
時

代
遺
跡
』（
二
〇
一
八
年
）。

佐
藤
良
二
「
対
向
調
整
剝
離
」（『
旧
石
器
考
古
学
辞
典　

四
訂
版
』
旧
石
器

文
化
談
話
会
、
学
生
社
、
二
〇
二
一
年
）
一
三
七
頁
。

沢
田
敦
「
一　

東
北
日
本
に
お
け
る
後
期
旧
石
器
時
代
編
年
―
課
題
と
展
望

―
」（『
東
北
日
本
の
旧
石
器
時
代
』
東
北
日
本
の
旧
石
器
文
化
を
語
る
会
、

二
〇
一
八
年
）
四
九
～
六
一
頁
。

沢
田
敦
ほ
か
『
上
ノ
平
遺
跡
Ａ
地
点
』（
新
潟
県
教
育
委
員
会
・
新
潟
県
埋
蔵

文
化
財
調
査
事
業
団
、
一
九
九
四
年
）。

椎
名
信
也
『
油
井
古
塚
原
遺
跡
群
』（
山
武
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
五
年
）。

渋
谷
孝
雄
・
石
川
恵
美
子
「
第
二
章　

旧
石
器
文
化
の
編
年
と
地
域
性　

二　
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東
北
地
方
」（『
講
座
日
本
の
考
古
学
一　

旧
石
器
時
代
（
上
）』
青
木
書
店
、

二
〇
一
〇
年
）
三
〇
九
～
三
五
三
頁
。

島
立
桂
「
房
総
半
島
の
掻
器
に
つ
い
て
」（『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

考
古
学
研
究
室
五
〇
周
年
記
念
論
文
集
・
文
集
』
二
〇
一
六
年
）
七
三
～

八
八
頁
。

高
橋
義
介
・
菊
池
強
一
『
峠
山
牧
場
Ⅰ
遺
跡
Ａ
地
区
発
掘
調
査
報
告
書
』（
岩

手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
九
年
）。

立
木
宏
明
ほ
か
『
樽
口
遺
跡
』（
朝
日
村
教
育
委
員
会
、
一
九
九
六
年
）。

舘
野
孝
ほ
か
『
多
摩
蘭
坂
遺
跡
』（
国
分
寺
市
教
育
委
員
会
・
恋
ヶ
窪
遺
跡
調

査
会
、
一
九
八
〇
年
）。

田
村
隆
・
橋
本
勝
雄
『
房
総
考
古
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
一　

先
土
器
時
代
』
千

葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
四
年
）。

堤
隆
「
掻
器
の
機
能
と
寒
冷
適
応
と
し
て
の
皮
革
利
用
シ
ス
テ
ム
」（『
考
古

学
研
究
』
四
七
‒
二
、
考
古
学
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
六
六
～
八
四
頁
。

東
北
日
本
の
旧
石
器
文
化
を
語
る
会
『
第
二
〇
回
東
北
日
本
の
旧
石
器
文
化

を
語
る
会　

東
北
日
本
の
石
刃
石
器
群
』（
二
〇
〇
六
年
）。

富
樫
泰
時
ほ
か
『
米
ケ
森
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』（
秋
田
考
古
学
協
会
、

一
九
七
七
年
）。

鳥
取
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
旧
石
器
・
縄
文
時
代
の
鳥
取
県
』（
鳥
取
県

教
育
文
化
財
団
、
一
九
八
八
年
）。

中
川
重
紀
ほ
か
『
大
渡
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』（
岩
手
県
文
化
振
興
事
業

団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
五
年
）。

中
川
重
紀
ほ
か
「
岩
手
県
大
渡
Ⅱ
遺
跡
、
峠
下
牧
場
Ⅰ
遺
跡
Ａ
地
区
に
お
け

る
石
刃
石
器
群
の
層
位
的
出
土
例
」（『
第
二
〇
回
東
北
日
本
の
旧
石
器
文

化
を
語
る
会　

東
北
日
本
の
石
刃
石
器
群
』
東
北
日
本
の
旧
石
器
文
化
を

語
る
会
、
二
〇
〇
六
年
）
二
八
五
～
二
九
八
頁
。

長
沢
正
機
『
南
野
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』（
新
庄
市
教
育
委
員
会
、

一
九
七
七
年
）。

永
塚
俊
司
ほ
か
『
新
空
港
国
際
空
港
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅹ
Ⅳ
―

一
鍬
田
甚
兵
衛
山
西
遺
跡
（
空
港
№
一
六
遺
跡
）
―
』（
千
葉
県
文
化
財
セ

ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
年
）。

中
村
由
克
・
佐
藤
雅
一
「
第
二
章　

旧
石
器
文
化
の
編
年
と
地
域
性　

五
中

部
地
方
」（『
講
座
日
本
の
考
古
学
一
旧
石
器
時
代
（
上
）』
青
木
書
店
、

二
〇
一
〇
年
）
四
三
八
～
四
七
二
頁
。

西
野
雅
人
・
鈴
木
弘
幸
・
古
内
茂
『
松
崎
地
区
内
陸
工
業
用
地
造
成
整
備
事

業
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
一　

印
西
市
松
崎
Ⅱ
遺
跡
』（
千
葉
県
文
化
財

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
年
）。

新
田
浩
三
「
下
総
型
石
刃
再
生
技
法
の
提
唱
」（『
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

研
究
紀
要
一
六
―
二
〇
周
年
記
念
論
集
―
』
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
五
年
）
一
～
四
〇
頁
。

新
田
浩
三
「
南
関
東
地
方
東
部
の
石
器
群
」（『
岩
宿
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
六

／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ナ
イ
フ
形
石
器
文
化
の
発
達
期
と
変
革
期
―
浅
間
板
鼻

褐
色
軽
石
群
降
灰
期
の
石
器
群
―　

予
稿
集
』
岩
宿
博
物
館
・
岩
宿
フ
ォ
ー

ラ
ム
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
六
年
）
六
六
～
七
八
頁
。
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新
田
浩
三
『
柏
北
部
東
地
区
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
―
柏
市
小
山
台

遺
跡
―　

旧
石
器
時
代
編
』（
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
、
二
〇
一
七
年
）。

丹
羽
茂
・
柳
田
俊
雄
・
阿
部
恵
「
西
野
田
遺
跡
」『
東
北
新
幹
線
関
係
調
査
報

告
書
』
宮
城
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
四
年
）
一
九
～
一
六
〇
頁
。

丹
羽
野
裕
「
松
江
市
出
土
の
石
器
三
点
―
上
立
遺
跡
・
白
鹿
谷
遺
跡
・
大
門

遺
跡
―
」（『
松
江
考
古
』
第
九
号
、
松
江
考
古
学
談
話
会
、
二
〇
〇
一
年
）

一
～
一
二
頁
。

橋
本
勝
雄
ほ
か
『
八
千
代
市
北
海
道
遺
跡
』（
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

一
九
八
五
年
）。

橋
本
勝
雄「
南
関
東
に
お
け
る
石
刃
石
器
群（
素
描
）―
下
総
台
地
の
立
川
ロ
ー

ム
Ⅵ
・
Ⅶ
層
段
階
か
ら
―
」（『
第
二
〇
回
東
北
日
本
の
旧
石
器
文
化
を
語

る
会　

東
北
日
本
の
石
刃
石
器
群
』
東
北
日
本
の
旧
石
器
文
化
を
語
る
会
、

二
〇
〇
六
年
）
二
六
四
～
二
八
四
頁
。

橋
本
勝
雄
「
東
日
本
に
お
け
る
国
府
系
石
器
群
の
特
質
と
そ
の
意
味
―
翼
状

剥
片
と
有
底
横
長
剥
片
―
」（『
旧
石
器
考
古
学
』
八
六
、
旧
石
器
文
化
談

話
会
、
二
〇
二
二
年
ａ
）
一
～
二
〇
頁
。

橋
本
勝
雄
「
下
総
台
地
か
ら
み
た
旧
石
器
時
代
の
東
北
頁
岩
製
石
器
の
特

質
―
関
東
地
方
の
調
査
成
果
を
中
心
と
し
て
―
」（『
岩
宿
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇
二
二
／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

東
北
頁
岩
と
北
関
東
地
方
―　

予
稿
集
』

岩
宿
博
物
館
・
岩
宿
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
、
二
〇
二
二
ｂ
）
五
六
～

六
九
頁
。

羽
石
智
治
・
会
田
容
弘
・
須
藤
隆
編
『
最
上
川
流
域
の
後
期
旧
石
器
文
化
の

研
究
一　

上
ミ
野
遺
跡
第
一
・
二
次
発
掘
調
査
報
告
書
』（
東
北
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
考
古
学
研
究
室
、
二
〇
〇
四
年
）。

比
田
井
民
子
ほ
か
『
菅
原
神
社
台
地
上
遺
跡
』（
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
、
一
九
九
七
年
）。

平
石
尚
志
『
一
般
国
道
三
五
四
号
道
路
改
築
事
業
地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告
書　

下
郷
古
墳
群
』（
茨
城
県
教
育
財
団
、
二
〇
〇
〇
年
）。

道
澤
明
『
令
和
元
年
度
企
画
展　

謎
の
石
器　

楔
形
石
器
展
示
図
録
』（
横
芝

光
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
九
年
）。

宮
城
旧
石
器
研
究
会
「
加
美
町
薬
莱
山
麓
の
旧
石
器
遺
跡
（
四
）
―
薬
莱
山

№
８
遺
跡
（
一
）」（『
宮
城
考
古
学
』
第
一
九
号
、
宮
城
県
考
古
学
会
、

二
〇
一
七
年
）
一
〇
七
～
一
二
〇
頁
。

宮
城
旧
石
器
研
究
会
「
加
美
町
薬
莱
山
麓
の
旧
石
器
遺
跡
（
五
）
―
薬
莱
山

№
８
遺
跡
（
二
）」（『
宮
城
考
古
学
』
第
二
一
号
、
宮
城
県
考
古
学
会
、

二
〇
一
九
年
）
一
五
三
～
一
六
六
頁
。

村
木
敬
「
三　

岩
手
県
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
草
創
期
に
相

当
す
る
石
器
群
の
変
遷
と
分
布
」（『
東
北
日
本
の
旧
石
器
時
代
』
東
北
日

本
の
旧
石
器
文
化
を
語
る
会
、
二
〇
一
八
年
）
七
一
～
八
五
頁
。

矢
本
節
朗
・
渡
辺
高
弘『
多
古
町　

千
田
台
遺
跡
』（
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
六
年
）。



正誤表 

頁 段 行 誤 正 

2 下 2 形態は、全体の 全体の 

6 － － 峠下牧場Ⅰ遺跡 A 地区 峠山牧場Ⅰ遺跡 A 地区 

9 下 1 Ⅵ層段階（「東海道例」）

とⅦ層段階 

Ⅵ層段階とⅦ層段階

（「東海道例」） 

10 上 17 遠山遺跡 遠山天ノ作遺跡 

14 上 13・14 （信州系）は黒曜石 黒曜石（信州系） 
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は
じ
め
に

千
葉
県
北
部
、
下
総
地
域
に
お
け
る
弥
生
時
代
中
期
か
ら
後
期
へ

の
土
器
様
相
の
変
化
は
、
大
枠
的
に
言
え
ば
南
関
東
系
か
ら
東
関
東

系
へ
の
転
換
で
あ
る
。
東
関
東
系
土
器
群
が
南
側
に
分
布
範
囲
を
拡

大
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
南
関
東
系
土
器
群
の
分
布
範
囲
の
縮
小
が
進

む
中
で
、
両
者
の
接
触
地
帯
と
な
る
印
旛
沼
周
辺
地
域
は
、
中
期
か

ら
後
期
へ
の
移
行
期
は
土
器
様
相
が
複
雑
化
す
る
。

筆
者
は
、
過
去
に
印
旛
沼
周
辺
地
域
の
後
期
の
土
器
群
に
つ
い

て
、
調
査
事
例
の
増
加
を
踏
ま
え
て
主
要
遺
構
出
土
土
器
の
共
伴
関

係
の
比
較
検
討
を
も
と
に
Ⅰ
期
～
Ⅳ
期
の
四
段
階
に
区
分
し
た（

１
）。
既

に
二
〇
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
四
段
階
中
の
Ⅳ
期

に
つ
い
て
は
、
現
在
は
共
通
認
識
と
さ
れ
て
い
る
茨
城
県
北
部
を
中

心
に
分
布
す
る
十
王
台
式
土
器
の
細
分
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
十
王

台
式
土
器
が
後
期
後
葉
段
階
に
の
み
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
時
期
で
、

十
王
台
式
に
略
並
行
す
る
茨
城
県
南
部
の
土
器
で
あ
る
下
大
津
式
や

上
稲
吉
式
の
位
置
付
け
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
期
の
執
筆

で
あ
る
こ
と
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。

筆
者
の
四
期
区
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
小
林
嵩（

２
）
や
小
玉
秀
成（

３
）

に
よ
っ
て
追
検
証
と
そ
れ
に
伴
う
修
正
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
あ

り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
特
に
小
林
は
下
総
地
域
に
加
え
て
上
総
・

安
房
地
域
も
含
め
た
千
葉
県
全
域
で
中
期
中
葉
か
ら
後
期
全
般
に
か

け
て
の
土
器
の
変
遷
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
下

総
と
上
総
・
安
房
で
別
々
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
土
器
様

相
の
総
合
的
な
研
究
を
進
め
て
い
る
。

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
自
身
が
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
下
総
地
域
、
そ

の
中
で
も
特
に
印
旛
沼
周
辺
地
域
に
お
け
る
中
期
末
葉
か
ら
後
期
土

器
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
後
期
で
は
佐
倉
市
臼
井
・
江
原
台
を
中

【
論
考
】印旛

沼
北
岸
に
お
け
る
中
期
末
葉
の
弥
生
土
器

―
向
辺
田
式
の
設
定
―

髙
　
花
　
宏
　
行
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心
に
分
布
す
る
臼
井
南
式
の
再
設
定（

４
）
及
び
印
旛
沼
西
岸
に
分
布
す
る

栗
谷
式
の
設
定（

５
）
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
自
身
の
力
量
の
限
界
か
ら
、

小
林
や
小
玉
の
よ
う
に
広
域
的
な
検
討
は
実
施
で
き
て
い
な
い
。
微

力
で
は
あ
る
が
こ
う
し
た
検
討
が
で
き
た
の
は
、
報
告
書
の
閲
覧
が

中
心
で
は
あ
る
も
の
の
、
下
総
地
域
に
お
け
る
中
期
後
葉
か
ら
後
期

の
弥
生
土
器
の
報
告
例
に
留
意
で
き
る
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
お
陰

で
も
あ
る
。

そ
の
中
で
、
八
千
代
市
域
の
土
器
で
こ
れ
ま
で
の
型
式
の
枠
の
中

に
当
て
は
ま
ら
な
い
文
様
構
成
を
持
つ
土
器
に
注
目
し
た
の
が
、
後

期
中
葉
の
栗
谷
式
の
設
定
で
あ
っ
た
。

今
般
、
栗
谷
式
と
同
様
に
こ
れ
ま
で
の
型
式
の
枠
組
み
の
中
で
は

捉
え
ら
れ
な
い
土
器
を
印
西
市
向
辺
田
遺
跡
出
土
土
器
の
一
部
で
確

認
し
た
の
で
、
資
料
調
査
の
成
果
を
も
と
に
筆
者
な
り
の
位
置
付
け

を
考
察
す
る
。

一　
印
西
地
域
に
お
け
る
中
期
後
葉
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期
初
頭
の
遺
跡
と
土
器

本
論
に
入
る
前
に
印
旛
沼
周
辺
地
域
に
お
け
る
中
期
後
葉
か
ら
後

期
初
頭
の
土
器
を
概
観
し
て
お
く
（
図
１
）。
印
旛
沼
南
岸
以
南
の
地

域
に
は
、
汎
東
京
湾
沿
岸
地
域
に
分
布
す
る
宮
ノ
台
式
土
器
が
展
開

す
る
。
宮
ノ
台
式
土
器
は
櫛
描
文
や
帯
縄
文
が
施
文
さ
れ
る
細
頸
壺

と
、ハ
ケ
や
ナ
デ
調
整
さ
れ
僅
か
に
頸
部
が
す
ぼ
み
口
縁
部
に
向
か
っ

て
広
が
る
無
文
の
甕
が
主
要
な
器
種
で
、
数
量
は
少
な
い
が
広
口
壺
、

高
坏
、
鉢
に
よ
り
組
成
さ
れ
る
（
１
～
11
）。
印
旛
沼
周
辺
地
域
で
は

佐
倉
市
六
崎
大
崎
台
遺
跡
が
こ
れ
ま
で
調
査
さ
れ
た
遺
跡
の
中
で
は

検
出
さ
れ
た
住
居
跡
数
が
最
も
多
く
、
環
濠
集
落
で
も
あ
る
。

印
旛
沼
東
岸
以
東
は
、
宮
ノ
台
式
土
器
も
分
布
す
る
が
、
茨
城
県

に
分
布
の
中
心
を
持
つ
足
洗
式
土
器
、
そ
し
て
足
洗
式
土
器
に
後
続

す
る
阿
玉
台
北
式
土
器
が
分
布
し
、
前
者
と
後
二
者
が
共
伴
す
る
遺

跡
も
み
ら
れ
る
。

足
洗
式
土
器
は
沈
線
や
半
截
竹
管
等
に
よ
り
渦
文
（
同
相
渦
文
）

が
胴
部
中
央
に
大
き
く
施
文
さ
れ
、
胴
下
部
に
附
加
条
縄
文
が
施
文

さ
れ
る
細
頸
壺
と
、
口
縁
部
か
ら
頸
部
が
無
文
と
な
り
胴
部
一
面
に

附
加
条
縄
文
が
施
文
さ
れ
る
甕
が
主
要
器
種
で
あ
る
（
12
～
16
）。
後

続
す
る
阿
玉
台
北
式
土
器
に
な
る
と
壺
で
は
渦
文
が
消
失
し
、
東
北

地
方
南
部
の
桜
井
式
土
器
や
天
神
原
式
土
器
の
影
響
を
受
け
た
口
頸

部
に
縦
区
画
を
伴
う
山
形
文
や
菱
形
文
が
施
文
さ
れ
る
壺
と
、
頸
部

無
文
や
口
頸
部
に
複
段
の
連
弧
文
が
施
文
さ
れ
る
甕
（
佐
野
原
甕
）

が
主
要
器
種
で
、
近
年
で
は
関
東
地
方
西
部
や
中
部
地
方
の
特
徴
で

あ
る
斜
格
子
文
が
施
文
さ
れ
る
甕
も
組
成
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
17
～
20
）。

（
６
）
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宮ノ台式	 １ ～ 11：六崎大崎台 431 号住
足洗式	 12 ～ 16：関戸 044 号住
阿玉台北式	 17 ～ 20：17・18 阿玉台北 B-010 号跡、19・20　同 B-011 号跡
大崎台式	 21 ～ 24：六崎大崎台 201 号住
� （S=1/12）

図１　宮ノ台式・足洗式・阿玉台北式・大崎台式
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と
こ
ろ
が
、
後
期
に
入
る
と
下
総
地
域
は
、
南
関
東
地
方
で
あ
り

な
が
ら
土
器
様
相
は
北
側
に
隣
接
す
る
茨
城
県
や
栃
木
県
と
同
じ
東

関
東
系
の
土
器
群
と
し
て
括
ら
れ
る
特
徴
を
持
つ
、
口
縁
部
及
び
胴

部
に
附
加
条
縄
文
が
施
文
さ
れ
る
土
器
群
が
主
体
的
に
分
布
す
る
よ

う
に
な
り
、
器
種
組
成
も
そ
れ
ま
で
の
壺
と
甕
か
ら
ほ
ぼ
甕
一
色
に

な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
後
期
初
頭
段
階
で
は
複
合
口
縁
で
頸
部
に

ス
リ
ッ
ト
手
法
に
よ
る
縦
区
画
充
填
櫛
描
波
状
文
・
横
走
文
が
施
文

さ
れ
、
胴
部
に
撚
糸
文
や
附
加
条
縄
文
が
施
文
さ
れ
る
大
崎
台
式
が

広
く
分
布
す
る
（
21
～
24
）。

印
西
地
域
（
印
西
市
・
白
井
市
）
で
は
、
弥
生
時
代
中
期
後
葉
の

遺
跡
は
ご
く
少
数
が
確
認
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
一
ヶ
所
は
宮
ノ
台

式
期
の
住
居
跡
が
一
軒
確
認
さ
れ
た
印
西
市
松
崎
に
所
在
す
る
中
郷

遺
跡
（
第
一
地
点（
７
））、
も
う
一
ヶ
所
は
磨
製
の
抉
入
片
刃
石
斧
が
採
集

さ
れ
た
白
井
市
平
塚
の
海
老
内
台
遺
跡（
８
）で
、
後
者
は
周
辺
に
宮
ノ
台

式
期
の
集
落
遺
跡
の
存
在
が
推
定
で
き
る
程
度
で
あ
る
。
神
崎
川
を

挟
ん
で
対
岸
の
八
千
代
市
域
で
は
田
原
窪
遺
跡
や
上
高
野
白
幡
遺
跡

と
い
っ
た
環
濠
集
落
も
検
出
さ
れ
、
地
域
の
開
発
拠
点
と
も
な
る
遺

跡
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
と
は
反
対
に
、
印
西
地
域
は

過
疎
的
な
地
域
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
後
期
に
入
る
と
印
旛
沼
南

岸
を
中
心
と
し
た
台
地
上
に
多
く
の
遺
跡
が
分
布
す
る
よ
う
に
な
り
、

印
西
地
域
で
も
集
落
遺
跡
や
埋
葬
遺
跡
（
土
器
棺
墓
）
が
確
認
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

二　
印
西
市
向
辺
田
遺
跡
出
土
土
器

次
に
、
筆
者
が
注
目
し
た
印
西
市
向
辺
田
遺
跡
出
土
土
器
に
つ
い

て
確
認
す
る
。
向
辺
田
遺
跡
は
印
西
市
造
谷
及
び
荒
野
に
所
在
す
る
。

平
成
の
合
併
以
前
、造
谷
は
印
旛
村
、荒
野
は
本
埜
村
に
属
し
て
い
た
。

立
地
は
南
流
し
て
印
旛
沼
に
注
ぐ
師
戸
川
及
び
師
戸
川
の
支
流
が
開

析
し
た
南
向
き
の
左
岸
台
地
上
で
あ
る
（
図
２
）。
発
掘
調
査
は
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
関
連
の
開
発
事
業
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
平
成
七
・

八
年
度
に
（
財
）
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
に
よ
り
実
施
さ
れ
た（

９
）。

弥
生
時
代
の
遺
構
は
、
師
戸
川
に
面
し
た
台
地
端
部
か
ら
住
居
跡

が
一
二
軒
検
出
さ
れ
て
い
る
。
重
複
関
係
は
無
い
。
時
期
の
詳
細
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
中
期
末
葉
か
ら
後
期
中
葉
段
階
と
考
え
ら

れ
る
。

住
居
跡
出
土
土
器
の
特
徴
は
大
き
く
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
一
つ
目
は
素
口
縁
で
器
面
全
体
に
撚
糸
文
が
施
文
さ
れ

る
土
器
が
主
体
を
な
す
一
群
で
、
Ｓ
Ｉ
〇
四
八
・
〇
六
五
の
二
軒
が

該
当
す
る
。
二
つ
目
は
頸
部
に
ス
リ
ッ
ト
手
法
に
よ
る
縦
区
画
充
填

櫛
描
波
状
文
・
横
走
文
が
施
文
さ
れ
る
後
期
初
頭
か
ら
後
期
前
葉
の

大
崎
台
式
等
、
筆
者
の
第
Ⅰ
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
特
徴
を
持
つ
一

群
で
、
Ｓ
Ｉ
〇
五
〇
・
〇
五
二
・
〇
六
四
の
三
軒
が
該
当
す
る
。
三
つ

目
は
素
口
縁
で
胴
部
が
丸
み
を
帯
び
た
器
形
と
な
り
、
頸
部
は
櫛
描

文
が
消
失
し
て
胴
部
に
附
加
条
縄
文
が
施
文
さ
れ
る
一
群
で
、
Ｓ
Ｉ
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〇
四
九
・
〇
五
一
・
〇
五
三
・
〇
六
一
・
〇
六
八
の
五
軒
が
該
当
す
る
。

大
崎
台
式
等
よ
り
も
新
し
い
後
期
中
葉
を
中
心
と
し
た
時
期
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
他
、
土
器
の
出
土
数
が
僅
少
で
時
期
的
な
位
置
付
け

が
難
し
い
Ｓ
Ｉ
〇
五
九
・
〇
六
〇
が
あ
る
。

出
土
土
器
は
破
片
資
料
が
多
く
、
報
告
書
で
は
床
面
出
土
と
覆
土

中
出
土
の
区
別
や
再
検
証
が
で
き
な
い
資
料
も
含
ま
れ
る
た
め
、
同

一
住
居
跡
出
土
資
料
で
も
一
部
こ
の
分
類
に
当
て
は
ま
ら
な
い
組
み

合
わ
せ
も
見
ら
れ
る
が
、
概
ね
こ
の
三
分
類
に
当
て
は
め
る
こ
と
が

可
能
で
、
こ
れ
ら
を
Ⅰ
群
、
Ⅱ
群
、
Ⅲ
群
と
分
類
す
る
。

今
回
分
類
で
き
た
三
群
の
う
ち
、
特
に
注
目
す
る
の
が
Ⅰ
群
土
器

で
あ
る
。
二
軒
の
住
居
跡
の
う
ち
Ｓ
Ｉ
〇
四
八
出
土
土
器
が
最
も
ま

と
ま
っ
て
い
る
（
図
３
）。
Ｓ
Ｉ
〇
四
八
出
土
土
器
の
う
ち
、
出
土
位

置
が
捕
捉
さ
れ
て
い
る
の
は
１
の
甕
と
８
の
鉢
の
み
で
、
両
者
は
共

に
床
面
付
近
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
１
の
甕
は
素
口
縁
で
口
縁
部
径

の
方
が
胴
部
径
よ
り
も
大
き
い
。
口
唇
部
に
は
撚
糸
文
が
粗
く
施
文

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
土
器
の
最
大
の
特
徴
は
、
口
縁
部
～
底
部
ま
で

撚
糸
文
（
L
）
が
全
面
に
施
文
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
遺
物

を
実
見
し
た
結
果
、
別
個
体
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
底
部
は
文
様

構
成
、
縄
文
原
体
、
色
調
、
胎
土
の
共
通
性
か
ら
同
一
個
体
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
全
体
を
復
元
し
て
図
示
し
た
。
口
縁
部
～
底
部
ま
で

器
形
全
体
が
把
握
可
能
で
、
口
径
一
四
、三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
器
高

一
九
、六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
８
の
鉢
に
つ
い
て
は
、
下
総
地

１ 向辺田	 ２ 萩原株木	 ３ 八木宇廣	 ４ 高岡大福寺	 ５ 六崎大崎台
６ 江原台	 ７ 臼井南（石神Ⅰ）	８ 上高野白幡	 ９ 栗谷	 10 田原窪	 11 中郷

図２　向辺田遺跡と関連遺跡（1/20 万　千葉）
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１～９：SI048  　　　10 ～ 13：SI065 　　　 14・15：遺構外

図３　向辺田Ⅰ群土器（向辺田式）
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い
て
き
で
握
把
分
十
が
性
向
方
の
化
変
の
形
器
や
方
仕
の
与
関
の
へ

る
え
加
を
討
検
な
細
詳
も
て
き
で
定
確
は
係
関
伴
共
ら
か
と
こ
い
な

あ
に
況
状
い
し
難
は
と
こ

る

共
者
両
、
で
片
部
縁
口
は
５
び
及
４
。

い
て
れ
さ
文
施
に
位
斜
が
文
糸
撚
は
文
施
の
下
以
部
縁
口
、
が
る
い

は
９
、
部
胴
は
７
・
６
。
う
ろ
な
と
成
構
様
文
じ
同
と
１
ら
か
と
こ
る

る
あ
で
料
資
片
破
、
り
お
て
れ
さ
文
施
が
文
糸
撚
も
れ
ず
い
で
部
底

れ
さ
定
推
と
る
な
に
成
構
様
文
じ
同
と
１
が
い
な
き
で
は
定
断
め
た

縁
口
合
複
、
で
体
個
一
同
は
３
・
２
。
い
な
で
確
明
は
置
位
土
出
。
る

片
破
る
れ
ら
え
考
と
る
す
開
展
が
成
構
様
文
の
画
区
縦
は
く
し
も
文

。
い
な
で
確
明
は
置
位
土
出
、
が
だ

体
主
が
料
資
る
れ
さ
文
施
が
文
糸
撚
に
位
斜
に
面
全
て
け
か
に
部
底

ノ
メ
、
版
土
、
玉
勾
製
土
に
他
の
器
土
は
ら
か
八
四
〇
Ｉ
Ｓ
、
お
な

。
る
い
て
し
土
出
が
石
砥
製
岩
砂
、
片
剥
製
ウ

全
面
器
で
縁
口
素
、
は
群
Ⅰ
田
辺
向
、
ら
か
徴
特
な
う
よ
の
上
以

器
土
る
れ
さ
文
施
が
文
糸
撚
に
部
胴
。
た
き
で
認
確
が
と
こ
る
れ
さ

る
す
土
出
を
み
の
器
土
群
Ⅰ
、
が
る
す
在
存
が
跡
居
住
う
伴
を
器
土

。
た
し
と
と
こ
る
す
離
分
て
し
と
の
も
る
す
在
存

三　

田
辺
向

Ⅰ

け
付
置
位
の
器
土
群

そ
、
が
る
す
察
考
を
け
付
置
位
の
器
土
群
Ⅰ
田
辺
向
の
こ
、
に
次

頭
初
期
後
ら
か
葉
末
期
中
る
け
お
に
域
地
辺
周
沼
旛
印
ず
ま
に
前
の

写真　向辺田遺跡 SI048 出土土器
（千葉県教育委員会保管）
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段
階
の
土
器
様
相
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
流
れ
と
し
て
は
先
述

し
た
と
お
り
南
関
東
系
か
ら
東
関
東
系
へ
の
転
換
で
あ
る
。
向
辺
田

Ⅰ
群
土
器
は
胴
部
全
面
に
撚
糸
文
が
施
文
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
無
文

の
甕
で
あ
る
宮
ノ
台
式
か
ら
の
系
譜
で
は
な
く
、
胴
部
に
撚
糸
文
や

附
加
条
縄
文
が
施
文
さ
れ
る
東
関
東
系
の
系
譜
を
引
く
こ
と
は
理
解

で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
中
期
か
ら
後
期
へ
の
転
換
の
中
で
、
器
種
組

成
が
細
頸
壺
と
甕
か
ら
ほ
ぼ
甕
に
統
一
さ
れ
て
い
く
と
い
う
流
れ
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
移
行
期
で
あ
る
中
期
末
葉
～
後
期
初
頭
の
幅

の
中
に
収
ま
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
編
年
研
究
か
ら
間
違
い
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
中
期
末
葉
と
後
期
の
区
分
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
筆
者
は
こ

れ
ま
で
「
茨
城
県
の
中
期
か
ら
後
期
へ
の
展
開
を
単
純
化
す
れ
ば
、

県
北
方
面
で
は
「
足
洗
式
」
か
ら
「
東
中
根
式
」
へ
の
移
行
プ
ロ
セ

ス
（「
基
本
組
成
」
と
し
て
の
長
頸
壺
・
広
口
壺
・
甕
な
ど
の
器
種
に

よ
る
組
合
せ
か
ら
、
広
口
壺
な
ど
同
じ
器
種
に
お
け
る
「
精
製
土
器

様
式
」
と
「
粗
製
土
器
様
式
」
弁
別
と
容
量
別
と
の
組
合
せ
へ
の
移

行
状
態
の
把
握
と
分
析
）
の
解
明
が
そ
の
課
題
で
あ
る（

（1
（

」
と
の
鈴
木

正
博
の
見
解
に
従
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
広
口
壺
・
甕
に
よ
る
器

種
組
成
と
な
る
「
大
崎
台
式
（
小
玉
・
小
林
に
よ
る
大
崎
台
一
式
を

含
む
）」
以
降
を
後
期
初
頭
と
し
て
ず
っ
と
捉
え
て
き
た
。
向
辺
田
Ⅰ

群
は
、
長
頸
壺
（
細
頸
壺
）
は
組
成
に
関
与
せ
ず
、
出
土
し
て
い
る

の
は
甕
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
見
解
で
は
後

期
初
頭
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
小
玉
は
大
崎
台
一
式
を
中
期
末
葉
に

位
置
付
け
て
お
り
、
中
期
末
葉
か
後
期
初
頭
か
と
い
う
視
点
で
異
な

る
見
解
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
前
提
を
も
と
に
中
期
末
葉
～
後
期
初
頭
の
向
辺
田
Ⅰ
群

が
ど
の
段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
を
改
め
て
検
討
す
る
。
筆
者

は
中
期
末
葉
～
後
期
初
頭
へ
の
移
行
期
に
つ
い
て
、
課
題
の
指
摘
や

後
期
へ
と
続
く
文
様
の
検
討
を
行
っ
た
の
み
で
編
年
を
提
示
し
た
こ

と
が
な
い
こ
と
か
ら（

（1
（

、
口
縁
部
変
化
の
方
向
性
や
新
出
資
料
を
加
え

て
系
統
的
な
整
理
を
行
っ
た
小
林（

（1
（

の
編
年
図
（
図
４
）
を
参
照
し
な

が
ら
行
う
。

小
林
の
編
年
で
は
、
細
頸
壺
と
甕
に
よ
り
器
種
組
成
さ
れ
る
土
器

群
終
焉
後
、
印
旛
沼
周
辺
を
含
む
下
総
地
域
で
は
素
口
縁
で
ス
リ
ッ

ト
手
法
に
よ
る
縦
区
画
充
填
櫛
描
波
状
文
・
横
走
文
が
施
文
さ
れ
、

胴
部
に
撚
糸
文
が
施
文
さ
れ
る
大
崎
台
一
式
が
展
開
す
る
。
続
い
て
、

頸
部
の
文
様
は
共
通
す
る
が
、
口
縁
部
が
複
合
口
縁
化
す
る
大
崎
台

二
式
に
型
式
変
化
し
、
小
林
や
小
玉
は
大
崎
台
二
式
以
降
を
後
期
と

す
る（

（1
（

。
続
い
て
次
の
段
階
に
な
る
と
、
口
縁
部
は
同
じ
複
合
口
縁
で

あ
り
な
が
ら
幅
が
広
が
り
段
部
も
明
瞭
化
す
る
土
器
群
へ
と
変
化
し
、

胴
部
の
縄
文
に
撚
糸
文
に
加
え
て
附
加
条
縄
文
が
定
着
す
る
。
そ
し

て
、
図
示
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
更
に
こ
の
次
の
段
階
に
な
る
と
印

旛
沼
南
岸
で
頸
部
に
輪
積
痕
を
残
す
臼
井
南
式
が
成
立
す
る
と
い
う

流
れ
で
あ
る
。
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図４　小林嵩による弥生時代中期末葉～後期初頭の編年案
（小林 2014 を一部改変）

中
期

後
期
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こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
向
辺
田
Ⅰ
群
は
果
た
し
て
何
処
に
位
置

付
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
目
の
着
目
点
は
素
口
縁
を
呈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
編
年
研
究
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
土
器
の
新
旧
が
素
口
縁
か
ら
複

合
口
縁
へ
と
い
う
流
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
複
合
口
縁
を
呈

す
る
大
崎
台
二
式
よ
り
も
遡
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

二
つ
目
の
着
目
点
は
器
面
全
面
に
撚
糸
文
が
施
文
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る（

（1
（

。
印
旛
沼
周
辺
地
域
の
甕
の
特
徴
は
頸
部
が
無
文
で
あ
っ
て
も

有
文
で
あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
頸
部
と
胴
部
が
明
確
に
区
画
・
区

別
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
小
林
に
よ
る
編
年
図
を
参
照
し
て

も
10
の
向
辺
田
例
以
外
は
全
て
頸
部
と
胴
部
が
区
画
・
区
別
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
頸
部
と
胴
部
と
の
境
界
が
櫛
描
文
や

Ｓ
字
状
結
節
文
で
区
画
さ
れ
る
資
料
は
、
筆
者
が
観
察
し
た
資
料
で

は
そ
の
殆
ど
が
ま
ず
胴
部
に
附
加
条
縄
文
や
撚
糸
文
等
を
施
文
し
た

後
、
頸
部
と
胴
部
を
区
画
す
る
施
文
を
行
い
、
そ
の
後
、
頸
部
の
文

様
が
施
文
さ
れ
る
と
い
う
順
序
が
文
様
の
切
り
合
い
関
係
か
ら
確
認

で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
向
辺
田
Ⅰ
群
は
頸
部
と
胴
部
を
区
別

せ
ず
に
全
面
に
撚
糸
文
を
施
文
す
る
と
い
う
こ
と
で
一
般
的
な
特
徴

か
ら
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

そ
こ
で
次
に
器
面
全
面
に
撚
糸
文
が
施
文
さ
れ
る
土
器
の
類
例
を

確
認
す
る
。
先
行
研
究
と
し
て
、
根
本
岳
史
は
印
旛
沼
周
辺
地
域
に

お
け
る
撚
糸
文
土
器
を
集
成
し
、
器
面
全
面
に
撚
糸
文
が
施
文
さ
れ

る
土
器
の
事
例
を
既
に
複
数
例
確
認
し
て
い
る（

（1
（

。
根
本
の
集
成
に
よ

る
と
、
器
面
全
面
に
撚
糸
文
が
施
文
さ
れ
る
土
器
は
印
旛
沼
南
岸
の

六
崎
大
崎
台
遺
跡
で
最
も
多
く
出
土
し
て
い
る
が
、
出
土
状
況
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
口
縁
部
～
胴
中
央
部
ま
で
遺
存
す
る
資
料
が
出
土

し
て
い
る
一
八
四
号
住
居
跡
は
、
出
土
遺
物
の
主
体
は
宮
ノ
台
式
で
、

器
面
全
面
に
撚
糸
文
が
施
文
さ
れ
る
土
器
は
出
土
位
置
の
記
録
が
未

記
載
で
あ
っ
た
。
他
の
撚
糸
文
が
器
面
全
面
に
施
文
さ
れ
る
土
器
が

出
土
し
て
い
る
住
居
跡
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
一
四
四
号
・
一
五
五

号
・
一
六
二
号
・
二
五
六
号
・
三
六
八
号
の
各
住
居
跡
が
宮
ノ
台
式
期
、

一
五
四
号
・
二
二
七
号
住
居
跡
等
は
後
期
初
頭
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
が
、
い
ず
れ
も
先
述
し
た
一
八
四
号
住
居
跡
と
同
様
に
出
土

位
置
が
床
面
上
で
な
い
等
、
土
器
組
成
を
捉
え
る
に
は
条
件
が
悪
い
。

六
崎
大
崎
台
遺
跡
は
、
調
査
面
積
も
広
大
だ
が
、
検
出
さ
れ
た
遺
構

の
総
数
が
五
七
〇
軒
以
上
で
弥
生
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
各
時

代
の
住
居
跡
が
多
数
あ
る
こ
と
、
遺
構
間
の
切
合
関
係
も
激
し
く
弥

生
時
代
に
限
っ
て
も
中
期
後
葉
・
末
葉
と
後
期
の
両
時
期
の
住
居
跡

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
遺
構
出
土
土
器
の
組
成
を
捉
え
る
に
は
遺
構
の

切
合
関
係
が
な
い
向
辺
田
遺
跡
出
土
土
器
の
方
が
正
確
に
把
握
で
き

る
も
の
と
考
え
る
。

四　
向
辺
田
式
の
設
定

最
後
に
、
撚
糸
文
が
施
文
さ
れ
る
土
器
が
一
つ
の
土
器
型
式
と
し
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て
独
立
で
き
る
か
ど
う
か
検
討
す
る
。
撚
糸
文
土
器
を
集
成
し
た
根

本
は
「
い
ず
れ
の
時
期
と
も
、
遺
跡
全
体
の
出
土
遺
物
に
対
す
る
比

率
は
き
わ
め
て
低
い
。」、「
撚
糸
文
は
あ
く
ま
で
も
土
器
を
構
成
す
る

一
要
素
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
変
遷
か
ら
土
器
型
式
の
総
体
を
捉
え
る
こ

と
は
で
き
な
い（

（1
（

。」
と
述
べ
て
い
る
が
、果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

今
般
、
向
辺
田
遺
跡
出
土
土
器
の
分
類
を
実
施
し
た
結
果
、
向
辺

田
Ⅰ
群
は
、
住
居
跡
出
土
土
器
の
主
体
が
撚
糸
文
で
あ
る
と
確
認
で

き
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
後
期
中
葉
段
階
で
設
定
し
た
栗
谷
式
土

器
に
つ
い
て
、
印
旛
沼
西
岸
地
域
に
南
関
東
系
土
器
群
が
浸
透
し
て

く
る
中
で
成
立
し
た
臼
井
南
式
と
は
異
な
る
特
徴
を
持
つ
南
関
東
系

と
東
関
東
系
の
折
衷
形
態
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
現
状
、
胴
部
が

複
段
構
成
で
そ
の
中
央
に
Ｓ
字
状
結
節
文
を
有
す
る
栗
谷
式
と
全
く

同
じ
特
徴
を
有
す
る
土
器
は
栗
谷
遺
跡
以
外
で
は
確
認
で
き
て
お
ら

ず
、
地
域
的
な
広
が
り
も
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
栗
谷
式
の
存
在

自
体
を
疑
問
視
す
る
意
見
も
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
土
器
型
式
の
認
識
の
仕
方
の
違
い
に
も
起
因
す
る
が
、
弥

生
時
代
中
期
末
葉
か
ら
後
期
段
階
に
お
い
て
は
、
大
枠
と
し
て
の
時

間
軸
の
流
れ
は
あ
り
つ
つ
も
、
土
器
様
相
の
一
つ
の
ま
と
ま
り
が
局

所
的
に
、
モ
ザ
イ
ク
的
に
出
現
す
る
と
い
う
実
態
を
評
価
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。
向
辺
田
Ⅰ
群
も
、
モ
ザ
イ
ク
的
に
出
現
し
た
極
狭
い

範
囲
に
分
布
す
る
土
器
の
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
て
お
き
た
い
。

こ
の
考
え
は
、
黒
沢
浩
に
よ
る
神
奈
川
県
横
浜
市
二
ツ
池
遺
跡
出

土
土
器
を
基
準
と
す
る
後
期
の
二
ツ
池
式
の
捉
え
方
で
あ
る
「
別
に

一
定
の
広
が
り
を
持
た
な
く
て
も
僕
は
型
式
と
し
て
成
り
立
つ
と
考

え
て
い
ま
す
。」、「
現
実
に
型
式
と
し
て
分
離
出
来
る
も
の
で
あ
れ

ば
い
く
つ
ド
ッ
ト
が
落
ち
て
も
僕
は
全
く
構
わ
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す（
（1
（

。」
と
の
考
え
方
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
小
地
域
の
土
器
型
式
の
分
立
は
地
域
全
体
の

土
器
様
相
の
把
握
や
変
遷
を
大
掴
み
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
説
明
が

難
し
く
な
る
た
め
、「
段
階
設
定
」
や
「
様
式
的
把
握
」
も
必
要
に
な
っ

て
く
る
。
こ
う
し
た
大
枠
的
な
流
れ
を
認
識
し
つ
つ
も
、
細
別
と
し

て
小
地
域
の
動
向
を
理
解
す
る
際
に
向
辺
田
Ⅰ
群
の
よ
う
な
単
位
の

設
定
は
有
効
な
手
段
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
検
討
結
果
か
ら
、
筆
者
は
向
辺
田
Ｓ
Ｉ
〇
四
八
出
土
土
器

を
基
準
と
す
る
向
辺
田
Ⅰ
群
土
器
に
つ
い
て
、
頸
部
と
胴
部
の
境
界

を
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
明
確
に
区
画
・
区
分
し
て
い
る
下
総
地

域
の
土
器
群
か
ら
は
逸
脱
し
た
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
大
崎
台

二
式
以
前
で
あ
り
な
が
ら
、
頸
部
に
ス
リ
ッ
ト
手
法
に
よ
る
縦
区
画

充
填
櫛
描
波
状
文
・
横
走
文
が
施
文
さ
れ
ず
、
器
面
全
面
に
撚
糸
文

が
施
文
さ
れ
る
土
器
の
み
で
組
成
さ
れ
る
一
群
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
つ
の
土
器
型
式
と
し
て
独
立
さ
せ
る
こ
と
が
よ
い
も
の
と
捉
え
、

こ
こ
に
向
辺
田
式
を
設
定
す
る（

（1
（

。

編
年
的
位
置
付
け
は
、
広
口
壺
・
甕
に
よ
る
器
種
組
成
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
細
頸
壺
・
甕
に
よ
る
器
種
組
成
と
な
る
阿
玉
台
北
式
よ
り
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新
し
く
、
複
合
口
縁
で
頸
部
に
ス
リ
ッ
ト
手
法
に
よ
る
縦
区
画
充
填

櫛
描
横
走
波
状
文
・
横
走
文
が
施
文
さ
れ
る
大
崎
台
二
式
以
前
と
な

ろ
う
。
甕
で
あ
る
た
め
大
崎
台
一
式
に
伴
う
甕
と
す
る
見
解
も
あ
ろ

う
が
、
先
述
の
と
お
り
組
成
に
違
い
を
認
め
、
大
崎
台
一
式
と
略
並

行
す
る
も
の
と
捉
え
て
お
く
。

小
林
は
向
辺
田
Ｓ
Ｉ
〇
四
八
出
土
土
器
を
、
幅
の
狭
い
複
合
口
縁

の
口
縁
部
片
と
撚
糸
文
が
施
文
さ
れ
て
い
る
胴
部
片
が
出
土
し
て
い

る
状
況
を
鑑
み
、
大
崎
台
二
式
期
に
位
置
付
け
て
い
る（

（2
（

が
、
編
年
図

で
示
し
た
佐
倉
市
海
隣
寺
於
茶
屋
遺
跡
第
九
号
住
居
址
出
土
土
器（
図

４
の
４
）
は
素
口
縁
で
口
径
が
胴
部
径
を
上
回
り
細
身
と
な
る
器
形

で
あ
り
、
文
様
構
成
以
外
は
向
辺
田
Ｓ
Ｉ
〇
四
八
と
共
通
す
る
特
徴

で
あ
る
こ
と
か
ら
両
者
に
時
期
差
を
認
め
る
必
要
性
に
疑
問
を
感
じ

る
の
で
あ
る
。

な
お
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
大
崎
台
一
式
期
を
後
期
初
頭
と
捉
え
て

い
た
が
、
先
述
し
た
中
期
末
葉
と
後
期
初
頭
の
区
分
の
議
論
、
遺
構

出
土
土
器
の
位
置
付
け
の
検
討
か
ら
、
出
土
遺
構
に
よ
っ
て
は
後
期

初
頭
よ
り
も
遡
る
時
期
に
広
口
壺
・
甕
に
よ
る
器
種
組
成
と
な
る
一

群
の
存
在
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う
認
識
に
訂
正
し
た
い
。
但
し
、
向

辺
田
式
は
中
期
末
葉
に
付
け
ら
れ
る
も
の
と
す
る
が
、
小
林
も
大
崎

台
一
式
期
に
つ
い
て
「
大
崎
台
一
式
が
宮
ノ
台
式
に
併
行
す
る
か
、

久
ヶ
原
式
に
併
行
す
る
か
は
、
市
原
市
椎
津
茶
ノ
木
遺
跡
の
一
二
三

号
遺
構
の
評
価
を
含
め
、
今
後
の
資
料
の
増
加
を
俟
っ
て
判
断
し
た

図５　向辺田式及び類似する文様構成を持つ土器

１：高岡大福寺 20 号住
２～５：六崎大崎台 184 号住
６・７：萩原株木遺構外	 （S ＝ 1/4）

2

6

5

43

1
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い（
（2
（

。」
と
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
位
置
付
け
は
今
後
も
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

最
後
に
類
例
と
系
譜
に
つ
い
て
触
れ
る
（
図
５
）。
向
辺
田
Ｓ
Ｉ

〇
四
八
出
土
土
器
に
つ
い
て
「
こ
れ
ま
で
の
型
式
の
枠
組
み
の
中
で

は
捉
え
ら
れ
な
い
土
器
」
と
先
述
し
た
と
お
り
類
例
は
極
め
て
限
定

さ
れ
る
。
口
縁
部
～
胴
下
部
ま
で
遺
存
し
て
い
る
の
は
根
本
も
例
示

し
た
佐
倉
市
高
岡
大
福
寺
遺
跡
第
二
〇
号
住
居
跡（

（2
（

や
六
崎
大
崎
台
遺

跡
一
八
四
号
住
居
跡
出
土
例
程
度
で
、
他
に
は
印
西
市
萩
原
株
木
遺

跡
遺
構
外
出
土
土
器（

（2
（

が
該
当
す
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
諸
例
か
ら
口

頸
部
に
撚
糸
文
が
施
文
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
器
面
全
面
に
撚
糸
文

が
施
文
さ
れ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
向
辺
田
式
又
は
向
辺
田
式
と
類

似
す
る
文
様
構
成
が
展
開
す
る
と
推
測
さ
れ
る
破
片
資
料
が
複
数
の

遺
跡
で
確
認
で
き
る
。

系
譜
に
つ
い
て
は
、
素
口
縁
で
縄
文
が
撚
糸
文
で
あ
る
こ
と
か
ら

足
洗
式
や
阿
玉
台
北
式
か
ら
連
な
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
撚
糸

文
が
全
面
に
施
文
さ
れ
る
土
器
の
萌
芽
を
示
す
よ
う
な
資
料
は
確
認

で
き
て
お
ら
ず
、
向
辺
田
式
直
前
の
土
器
群
は
明
確
で
な
い
。

ま
と
め

印
旛
沼
北
岸
に
展
開
し
た
小
規
模
な
集
落
遺
跡
で
あ
る
向
辺
田
遺

跡
出
土
土
器
の
分
析
を
通
し
て
、
弥
生
時
代
中
期
末
葉
に
位
置
付
け

ら
れ
る
向
辺
田
式
を
設
定
し
た
。
冒
頭
に
記
し
た
と
お
り
印
旛
沼
周

辺
を
含
む
下
総
地
域
の
弥
生
時
代
中
期
末
葉
か
ら
後
期
の
土
器
群
の

系
統
把
握
や
変
遷
を
ま
と
め
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
を
伴
う
。

土
器
様
相
の
変
化
は
下
総
地
域
だ
け
で
は
な
く
広
域
で
同
時
に
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
年
で
は
そ
の
背
景
に
寒
冷
化
と
い
う
気

候
変
動
を
挙
げ
る
論
考
も
出
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
原
則
、
土
器
の
変
化
は

土
器
か
ら
導
き
出
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
社
会
の
変
化
を
総
括
的
に

評
価
す
る
に
は
幅
広
い
視
点
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
真
相
に
迫
る
こ
と

も
必
要
で
あ
ろ
う
。

今
般
設
定
し
た
向
辺
田
式
の
設
定
が
そ
の
整
理
や
解
明
に
半
歩
で

も
前
進
す
る
こ
と
に
繋
が
れ
ば
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
資
料
調
査
に
お
い
て
千
葉
県
教
育
庁

教
育
振
興
部
文
化
財
課
、
印
西
市
教
育
委
員
会
、
大
谷
弘
幸
・
大
関

枝
美
子
・
鈴
木
圭
一
・
能
勢
幸
枝
の
各
機
関
・
各
氏
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
又
、
小
玉
秀
成
及
び
小
林
嵩
の
両
氏
か
ら
は
、

向
辺
田
遺
跡
出
土
土
器
の
捉
え
方
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
・
御
教
示
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
註
）

１　

髙
花
宏
行
「
印
旛
沼
周
辺
地
域
に
お
け
る
弥
生
時
代
後
期
の
土
器
の
変

遷
に
つ
い
て
」（『
奈
和
』
第
三
七
号
、
一
九
九
九
年
）。

２　

小
林
嵩
「
下
総
の
弥
生
時
代
後
期
土
器
編
年
」（『
千
葉
大
学
文
学
部
考

古
学
研
究
室　

考
古
学
論
攷
Ⅱ
―
柳
澤
清
一
先
生
退
職
と
と
も
に
―
』、
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二
〇
一
五
年
）。

３　

小
玉
秀
成
「
臼
井
南
式
土
器
の
変
遷
に
つ
い
て
」（『
南
関
東
の
弥
生
土

器
二
～
後
期
土
器
を
考
え
る
～
』、
二
〇
〇
九
年
）。

４　

髙
花
宏
行
「
臼
井
南
遺
跡
群
出
土
弥
生
土
器
の
再
評
価
」（『
佐
倉
市
史

研
究
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）。

５  

髙
花
宏
行
「「
臼
井
南
式
」
の
枠
組
み
と
「
栗
谷
式
」」（『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
印
旛
沼
周
辺
の
弥
生
土
器
」
予
稿
集
』、二
〇
〇
六
年
）、髙
花
宏
行
「「
臼

井
南
式
」と
周
辺
土
器
様
相
の
検
討
」（（
財
）印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

研
究
紀
要
）
五
、二
〇
〇
七
年
）。

６　

小
林
嵩
「
足
洗
式
・
阿
玉
台
北
式
の
再
検
討
と
文
化
的
特
質
」（『
籾
』

第
一
〇
号
記
念
号
、
二
〇
二
一
年
）。

７　

日
暮
冬
樹　
『
平
成
一
七
～
平
成
二
四
年
度
印
西
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
報

告
書
』（
印
西
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
四
年
）。

８　

鈴
木
普
二
男
「
四　

農
耕
生
産
性
の
一
端
を
覗
く　

平
塚
の
抉
入
り
片

刃
石
斧
」（『
白
井
町
の
文
化
誌
』、
一
九
七
九
年
）。

９　

田
形
孝
一
他
『
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
Ⅹ
Ⅹ
Ⅰ—

印
旛
村
向
辺
田
遺
跡—

』（（
財
）千
葉
県
教
育
振
興
財
団
、二
〇
〇
九
年
）。

10　

鉢
に
つ
い
て
、
小
玉
秀
成
氏
よ
り
中
期
末
葉
か
ら
後
期
前
半
に
特
徴
的

な
遺
物
と
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
今
後
、
検
討
し
た
い
。

11　

鈴
木
正
博
「
栃
木
「
先
史
土
器
」
研
究
の
課
題
（
三
）—

「
宮
ノ
台
式

縁
辺
文
化
」
と
し
て
の
「
富
士
前
式
」
制
定
と
そ
の
意
義—

」『
婆
良
岐

阜
考
古
』
第
二
一
号
、
一
九
九
九
年
）。

12　

髙
花
宏
行
「
下
総
地
域
に
お
け
る
弥
生
後
期
土
器
の
成
立
を
巡
る
現

状
と
課
題
」（『（
財
）
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
三
、

二
〇
〇
四
年
）、
髙
花
宏
行
「
印
旛
沼
周
辺
地
域
に
お
け
る
中
期
末
葉
か

ら
後
期
初
頭
の
様
相
」（『
南
関
東
の
弥
生
土
器
二
～
後
期
土
器
を
考
え

る
～
』、
二
〇
〇
九
年
）。

13　

小
林
嵩
「
下
総
に
お
け
る
弥
生
時
代
中
期
後
半
～
後
期
初
頭
土
器
編
年

の
再
検
討
」（『
古
代
』
第
一
三
三
号
、
二
〇
一
四
年
）、
小
林
嵩
「
弥

生
時
代
中
期
～
後
期
へ
の
移
行
期
の
様
相
―
下
総
―
」（『
列
島
東
部
に

お
け
る
弥
生
後
期
の
変
革
～
久
ヶ
原
・
弥
生
町
期
の
現
在
と
未
来
～
』、

二
〇
一
五
年
）。

14　

註
13
（
小
林
二
〇
一
五
年
）。

15　

小
玉
秀
成
氏
よ
り
、
斜
位
の
非
常
に
細
か
い
撚
糸
文
に
つ
い
て
、
宮
ノ

台
式
の
甕
の
ハ
ケ
の
置
き
換
え
で
は
な
い
か
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

い
た
。

16　

根
本
岳
史
「
弥
生
時
代
後
期
初
頭
の
撚
糸
文
施
文
土
器
に
つ
い
て
～
印

旛
沼
周
辺
地
域
を
中
心
と
し
て
～
」（『（
財
）印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

研
究
紀
要
』
七
、二
〇
一
〇
年
）。
図
示
さ
れ
た
資
料
の
中
に
は
、
報
告

書
の
記
載
で
は
「
撚
糸
文
」
と
な
っ
て
い
る
が
実
際
に
は
「
附
加
条
縄
文
」

等
が
施
文
さ
れ
て
い
る
資
料
が
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

17　

註
16
（
根
本
二
〇
一
〇
年
）。

18　

黒
沢
浩
「
第
Ⅲ
部　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
討
議
記
録
」（『
南
関
東
の
弥
生
土

器
』、
二
〇
〇
五
年
）
一
五
八
・
一
五
九
頁
。
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19　

口
唇
部
の
施
文
に
つ
い
て
は
、
原
体
の
回
転
に
よ
る
施
文
の
他
に
、
向

辺
田
Ｓ
Ｉ
〇
四
八
の
四
・
五
の
よ
う
な
縄
文
原
体
の
押
捺
に
よ
る
刻
み
目

と
な
る
も
の
も
含
め
る
。

20　

小
林
嵩
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

21　

註
13
（
小
林
二
〇
一
五
年
）。

22　

但
し
、
高
岡
大
福
寺
遺
跡
第
二
〇
号
住
居
跡
出
土
資
料
は
接
合
し
な
い

破
片
資
料
を
図
上
で
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。

23　

野
村
優
子
『
千
葉
県
印
旛
郡
印
旛
村
萩
原
株
木
遺
跡
』（（
財
）
印
旛
郡

市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
〇
年
）。
図
５
の
６
は
器
面
全
面
に
撚
糸

文
が
施
文
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
口
唇
部
が
上
方
か
ら
の
交
互
押

捺
に
よ
る
小
波
状
と
な
り
、
よ
り
後
期
的
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
ま

た
、同
資
料
は
報
告
書
で
は
施
文
が
「
櫛
描
沈
線
文
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

実
見
の
結
果
、
施
文
が
「
撚
糸
文
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

24　

小
橋
健
司
「
気
候
変
動
と
房
総
の
弥
生
社
会—

東
京
湾
東
岸
か
ら
見
た

弥
生
時
代
後
期—

」（『
列
島
東
部
に
お
け
る
弥
生
後
期
の
変
革
～
久
ヶ

原
・
弥
生
町
期
の
現
在
と
未
来
～
』、
二
〇
一
五
年
）。
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一　
は
じ
め
に
―
自
己
紹
介
、
報
告
の
契
機
―

今
回
は
自
分
で
自
己
紹
介
を
し
な
が
ら
、な
ぜ
私
が
こ
の
場
に
立
っ

て
瓦
塔
の
話
を
す
る
か
、
ま
た
、
瓦
塔
以
外
の
仏
教
系
遺
物
の
話
を

す
る
か
と
い
う
こ
と
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
私
は
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
を
卒
業
し
て
い
ま
す
。
考
古
学

専
攻
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
東
京
都
多
摩
地
域
、
埼
玉
県
北

部
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
発
掘
現
場
で
お
世
話
に
な
り
、
叩
き
上
げ
で

考
古
学
を
学
ん
で
何
と
か
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
、
財

団
法
人
栃
木
県
文
化
振
興
事
業
団
調
査
部
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

こ
の
財
団
は
何
回
か
組
織
改
編
が
あ
り
、
現
在
の
名
称
は
公
益
財
団

法
人
と
ち
ぎ
未
来
づ
く
り
財
団
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
で
約
三
〇
年
余
り
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
、

色
々
と
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
退
職
し
ま
し
た
。

現
在
、
高
野
山
大
学
大
学
院
生
（
通
信
教
育
課
程
）
と
し
て
真
言

密
教
を
学
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
千
葉
県
富
里
市
の
民
間
調
査
組
織
、

株
式
会
社
勾
玉
工
房
か
ら
「
若
い
職
員
た
ち
の
指
導
役
を
し
て
い
た

だ
け
な
い
か
」
と
い
う
話
が
あ
り
、今
年
の
七
月
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
転
居
し
、
千
葉
県
民
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
仏
教
考
古
学
が
専
門
で
、
仏
塔
＝
ス
ト
ゥ
ー
パ
信
仰

史
を
調
べ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
、
仏
教
史
学
と
し
て
は
、
平
安
時

代
初
め
の
頃
の
仏
教
（
空
海
や
最
澄
が
生
き
て
い
た
頃
の
仏
教
）、
も

し
く
は
そ
れ
以
前
の
奈
良
時
代
仏
教
に
興
味
が
あ
り
、
学
生
以
来
、

三
〇
数
年
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

二　
瓦
塔
概
説

瓦
塔
と
は
何
か　

ま
ず
初
め
に
ス
ト
ゥ
ー
パ
の
話
を
し
ま
す
。
ス

ト
ゥ
ー
パ
は
横
か
ら
見
る
と
、
土
饅
頭
、
古
墳
の
よ
う
な
形
を
し
て

【
講
演
録
】

令
和
四
年
度
市
史
編
さ
ん
講
演
会

瓦が
と
う塔

か
ら
探
る
古
代
・
印
旛
郡
の
仏
教
文
化

池
　
田
　
敏
　
宏
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い
ま
す
。
た
だ
し
、
古
墳
と
違
っ
て
土
で
は
な
く
レ
ン
ガ
で
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
仏
教
の
教
え
を
お
説
き
に
な
ら
れ
た
、
お
釈
迦
様
の
舎

利
（
仏
教
の
世
界
で
は
遺
骨
と
は
言
わ
な
い
）
を
納
め
る
空
間
が
ス

ト
ゥ
ー
パ
で
し
た
。
イ
ン
ド
か
ら
中
国
、
中
国
か
ら
朝
鮮
・
日
本
に

伝
わ
っ
て
く
る
間
に
だ
ん
だ
ん
と
形
を
変
え
て
、
三
重
塔
や
五
重
塔
、

七
重
塔
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、ス
ト
ゥ
ー
パ
を
音
で
漢
訳（
音
訳
）す
る
と
、卒
塔
婆（
そ

と
う
ば
、
そ
と
ば
）
と
な
り
ま
す
。
こ
の
「
卒
」
の
字
を
無
く
し
て

「
塔
婆
」
と
呼
び
、
さ
ら
に
「
婆
」
の
字
を
略
し
て
「
塔
」
と
い
う
言

葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
や
朝
鮮
・
中

国
で
作
ら
れ
る
多
層
塔
形
式
の
塔
が
、
お
釈
迦
様
の
舎
利
を
安
置
す

る
空
間
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
瓦
塔
の
簡
単
な
説
明
を
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ　
瓦
塔
と
は
何
か

（
一
）
ー
一　

瓦
塔
＝
一
般
的
に
は
、瓦
製
仏
塔
の
略
称　

瓦
塔
と
は
、

一
般
的
に
は
、
瓦
製
仏
塔
の
略
称
で
す
。
研
究
の
歴
史
の
中
で
は
、

古
い
言
い
方
と
し
て
、
瓦
製
塔
婆
と
呼
ば
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

私
は
一
般
的
な
説
明
の
時
は
分
か
り
や
す
い
の
で
、「
瓦
製
仏
塔
の
略

称
が
瓦
塔
だ
」
と
言
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
瓦

塔
と
い
う
の
は
「
焼
き
も
の
」
の
塔
な
の
で
す
が
、
厄
介
な
問
題
が

一
つ
あ
り
ま
す
。

（
一
）
ー
二　

瓦
塔
＝
瓦
製
仏
塔
（
瓦
塔
）
と
瓦
製
小
堂
（
瓦
堂
）
の

総
称
と
し
て
用
い
る
こ
と
も
あ
る　

瓦
製
仏
塔
と
瓦
製
小
堂
を
ま
と

め
て
瓦
塔
と
呼
称
す
る
場
合
も
、あ
り
ま
す
。千
葉
県
の
例
で
い
う
と
、

千
葉
市
谷
津
遺
跡
で
出
土
・
全
景
復
元
さ
れ
た
塔
形
（
瓦
塔
）
と
お

堂
形
（
瓦
堂
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
瓦
塔
の
研
究
は
戦
前

か
ら
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
九
八
〇
年
代
く
ら
い
か
ら
瓦
塔
・
瓦

堂
の
総
称
と
し
て
「
瓦
塔
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

書
き
物
に
よ
っ
て
は
混
同
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

（
二
）
粘
土
を
素
材
と
し
た
焼
き
物
で
あ
る
。

（
三
）
屋
根
と
軸
部
（
壁
体
）
を
積
み
木
細
工
の
よ
う
に
組
み
立
て
る　

瓦
塔
は
、
木
造
塔
の
細
部
意
匠
を
ま
ね
、
各
パ
ー
ツ
を
図
１
の
よ
う

に
ば
ら
ば
ら
に
作
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
積
み
木
細
工
の
よ
う

に
組
み
立
て
な
が
ら
五
重
塔
形
に
し
て
い
き
ま
す
。

（
四
）
総
高
は
二
～
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど　

印
西
市
木
下
交
流
の
杜
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
馬
込
遺
跡
出
土
瓦
塔
は
七
重
塔

で
す
が
、
通
常
は
五
重
塔
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
す
。
な
お
、
五
重
塔
サ

イ
ズ
だ
と
、酸
化
焔
焼
成（
赤
い
焼
き
物
）タ
イ
プ
だ
と
総
高
は
一
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
で
す
。
一
方
、還
元
焔
焼
成
（
青
い
焼
き
物
）
タ
イ
プ
だ
と
、

私
の
背
丈
よ
り
も
高
い
二
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
代
表
例

と
し
て
は
、
東
京
上
野
の
国
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
東
村
山

市
出
土
瓦
塔
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
な
お
、
還
元
焔
焼
成
タ
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図 1 － 1　瓦塔部分名称図
（写真：埼玉県教育委員会提供、図：埼玉県立歴史資料館 1994 より転載）

⑥初軸部

⑤屋蓋部（上：表　下：裏）④初軸部斗栱②九輪

①水煙 ③四軸部
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図 1 － 2　瓦堂部分名称図
（�写真：埼玉県教育委員会提供、�  

図：埼玉県立歴史資料館 1994 より転載）

④初軸部（上：正面、下：側面）

①屋蓋部（上：上から　下：正面から）

③初軸部斗栱②鴟尾
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イ
プ
の
瓦
塔
は
八
世
紀
頃
、
酸
化
焔
焼
成
タ
イ
プ
瓦
塔
は
九
世
紀
頃

に
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

（
五
）
瓦
塔
の
全
国
的
傾
向　
「
主
な
瓦
塔
出
土
地
分
布
図
」（
図
２
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
瓦
塔
は
、
現
在
ま
で
に
全
国
で
約
四
八
〇
例
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

内
訳
を
み
る
と
、
関
東
地
方
が
約
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
北
陸
～
甲

信
地
方
で
約
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
海
地
方
で
約
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

西
日
本
で
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
、東
北
地
方
で
約
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
い
か
に
関
東
地
方
に
瓦
塔
が
多
い
か
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
瓦
塔
と
い
う
遺
物
を
考
え
る
際
、
関
東
地
方
を
中
心
に
考
察

し
て
い
く
の
が
良
い
よ
う
で
す
。

Ｂ　
瓦
塔
が
出
土
す
る
遺
跡
の
性
格

（
一
）
伽
藍
寺
院
跡
や
小
堂
宇
（
い
わ
ゆ
る
単
一
堂
宇
寺
院
）

こ
こ
で
は
、
瓦
塔
が
出
土
す
る
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
、
関
東
地

方
の
事
例
に
限
定
し
て
お
話
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
一
つ
目
は
、

伽
藍
寺
院
で
出
土
す
る
ケ
ー
ス
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
印
西
市
の
木
下

別
所
廃
寺
で
八
世
紀
代
の
瓦
塔
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
あ
と
、
栄
町

の
龍
角
寺
で
も
瓦
塔
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
七
堂
伽
藍

が
整
っ
て
い
な
い
単
一
堂
宇
寺
院
で
の
瓦
塔
出
土
も
、
こ
の
ケ
ー
ス

に
含
み
ま
す
。
本
物
の
木
造
塔
の
代
わ
り
に
瓦
塔
が
造
立
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す（

１
）。

図２　主な瓦塔出土地分布図
（埼玉県立歴史資料館 1994 より転載）



-42-

（
二
）
ム
ラ
の
仏
堂
施
設
や
山
寺　

次
に
ム
ラ
の
中
の
お
堂
（
仏
堂
施

設
）
か
ら
出
土
す
る
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
の
場
合
、
瓦
塔
そ
の
も
の
が

信
仰
対
象
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
覆
い
堂
の
中
に
瓦
塔
を
奉
納
・

安
置
し
て
い
ま
し
た
。
関
東
地
方
で
は
、
こ
の
ケ
ー
ス
が
一
番
多
い

で
す
。

（
三
）
集
落　

第
三
の
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
竪
穴
建
物
跡
や
井
戸
跡
か

ら
瓦
塔
が
一
点
～
数
点
の
み
出
土
す
る
ケ
ー
ス
で
す
（
他
の
仏
教
系

遺
物
や
仏
堂
施
設
を
伴
わ
な
い
で
）。
結
論
を
申
せ
ば
、
こ
れ
は
、
お

ま
じ
な
い
で
す
。
今
日
の
お
題
と
は
違
う
方
向
に
い
っ
て
し
ま
う
の

で
、
割
愛
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
四
）
生
産
遺
跡　

第
四
の
ケ
ー
ス
で
す
。
窯
跡
か
ら
出
土
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
で
す
。
窯
跡
以
外
で
す
と
、
小
さ
な
焼
成
土
坑
で
瓦
塔
を

作
っ
て
い
る
と
言
う
考
え
も
あ
り
ま
す
。
今
日
の
話
か
ら
ず
れ
ま
す

の
で
、
生
産
遺
跡
の
話
は
、
こ
こ
ら
で
割
愛
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
五
）
聖
地
か
ら
の
出
土　

例
え
ば
埼
玉
県
の
秩
父
山
中
・
多
武
峰
（
標

高
約
三
五
八
ｍ
）
で
は
、
尾
根
付
近
に
瓦
塔
を
建
て
て
い
ま
す
（
瓦

塔
を
安
置
す
る
た
め
の
覆
い
堂
が
あ
る
か
ど
う
か
は
発
掘
調
査
が
さ

れ
て
い
な
い
の
で
分
か
り
ま
せ
ん
）。
ち
な
み
に
、（
一
）
最
初
か
ら

山
が
礼
拝
対
象
や
聖
地
だ
っ
た
か
ら
瓦
塔
が
建
立
さ
れ
た
の
か
、（
二
）

瓦
塔
を
建
立
し
た
こ
と
で
、
そ
の
場
が
聖
地
化
・
信
仰
対
象
と
な
っ

て
い
っ
た
の
か
は
ま
だ
ま
だ
検
討
中
で
す
。

Ｃ　
瓦
塔
が
建
て
ら
れ
た
背
景

こ
こ
で
は
古
代
の
仏
塔
造
立
意
趣
の
変
遷
や
、
瓦
塔
の
モ
デ
ル
・

チ
ェ
ン
ジ
の
背
景
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

古
代
の
仏
塔
信
仰
を
考
え
る
際
、
二
つ
の
段
階
が
設
定
で
き
ま
す
。

一
つ
目
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
中
葉
に
か
け
て
の
段
階
、
二

つ
目
は
八
世
紀
後
半
か
ら
一
〇
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
段
階
で
す
。

木
造
塔
は
、
塔
の
中
心
部
に
心
柱
が
通
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

お
釈
迦
様
の
舎
利
を
納
め
た
施
設
が
塔
で
す
か
ら
、
こ
の
心
柱
の
一

番
上
（
相
輪
部
）
か
、
一
番
下
（
礎
石
下
）
に
、
舎
利
を
安
置
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
瓦
塔
で
舎
利
が
見
つ
か
っ
た

事
例
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
古
い
瓦
塔
で
あ
れ
ば
、
心

柱
の
最
下
部
に
安
置
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
面
白
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
の
成
果
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

次
に
、
こ
の
時
期
の
造
塔
理
由
を
み
て
み
る
と
、
自
分
の
父
や
母
、

先
祖
の
た
め
や
、
亡
き
方
々
の
回
向
の
た
め
に
塔
を
建
立
す
る
例
が

目
立
ち
ま
す
。

一
方
、
八
世
紀
以
降
、
塔
の
中
に
お
経
（
法
舎
利
）
を
納
め
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
き
ま
す
。
と
り
わ
け
、
顕
教
経
典
よ
り
も
、
密
教
経
典

の
ほ
う
が
、
お
ま
じ
な
い
の
効
果
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な

か
に
は
、
百
万
小
塔
の
よ
う
に
、
陀
羅
尼
の
部
分
＝
お
ま
じ
な
い
の

経
文
だ
け
を
塔
の
中
に
収
め
る
事
例
も
現
れ
ま
し
た
。
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図３　関東地方における瓦塔変遷モデル（池田 2004 より転載）

木造塔模倣タイプ（８世紀代）　
（例）東村山市 No. ２遺跡瓦塔（今泉ほか 1997）

仏塔形表象タイプ（９世紀代）　
（例）東山遺跡瓦塔（今泉ほか 1993）

８世紀前葉頃に瓦塔出現	 ８世紀末葉～９世紀初頭頃、瓦塔のモデル・チェンジ
		  ＝瓦塔の持つ意味合い（表象）の変換を示す
８世紀代の瓦塔の特徴	 ９世紀代の瓦塔の特徴
形状　屋蓋部表現　瓦継ぎ目表現が多い	 →瓦継ぎ目表現は軒先先端の一つのみ
　　　垂木表現　　二軒構成	 →一軒構成
　　　斗栱表現　　木造塔を意識した斗栱部表現	 →簡略化した斗栱部表現
焼成　還元焔焼成（須恵質）	 →酸化焔焼成（土師質）
色調　青みがかった灰色	 →黄色がかった橙色
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ち
ょ
う
ど
、
こ
の
時
期
、
瓦
塔
も
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

「
関
東
地
方
に
お
け
る
瓦
塔
変
遷
モ
デ
ル
」（
図
３
）
を
ご
覧
頂
き

な
が
ら
話
を
聞
い
て
下
さ
い
。
木
造
塔
を
ま
ね
た
タ
イ
プ
（
還
元
焔

焼
成
）の
瓦
塔
か
ら
、塔
の
エ
ッ
セ
ン
ス
の
み
を
抽
出
し
た
タ
イ
プ（
酸

化
焔
焼
成
）
へ
と
変
化
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
本
物
の
木
造
塔
を
建
て

る
代
わ
り
に
瓦
塔
を
建
て
て
い
た
段
階
＝
祖
霊
供
養
の
意
識
か
ら
、

瓦
塔
そ
の
も
の
が
信
仰
の
対
象
と
変
化
し
た
こ
と
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ

し
て
い
る
（
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
が
行
わ
れ
た
）
と
私
は
考
え
て
お

り
ま
す
（
池
田
二
〇
〇
五
）。

三　
千
葉
県
域
に
お
け
る
瓦
塔
の
出
土
傾
向

（
一
）
千
葉
県
の
出
土
数　

次
に
千
葉
県
域
の
瓦
塔
に
つ
い
て
概
説
し

ま
す
。
私
が
二
〇
〇
四
年
に
瓦
塔
出
土
一
覧
表
を
作
っ
た
時
は
千
葉

県
の
瓦
塔
は
四
〇
数
例
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
年
た
っ
て
調
べ

直
し
て
み
る
と
六
〇
例
に
達
し
ま
し
た
（
図
４
）。
発
掘
調
査
で
い
ろ

い
ろ
な
所
で
瓦
塔
が
出
土
し
て
い
ま
す
の
で
、
二
〇
年
く
ら
い
間
を

置
く
と
こ
こ
ま
で
数
が
増
え
ま
す
。
ち
な
み
に
二
〇
〇
四
年
の
デ
ー

タ
で
す
が
、埼
玉
県
は
六
〇
数
例
、群
馬
県
は
七
〇
数
例
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
瓦
塔
出
土
例
は
増
え
て
い
ま
す
か
ら
、
お
そ
ら
く
現
在
は
、

群
馬
は
八
〇
例
く
ら
い
、
埼
玉
県
は
七
〇
例
く
ら
い
ま
で
行
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
そ
も
そ
も
瓦
塔
の
出
土
傾
向
が
低
い
地
域
で
す
と
、
い
く

ら
調
査
数
が
増
え
て
も
、
瓦
塔
の
出
土
事
例
は
、
な
か
な
か
増
え
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
京
都
府
は
二
〇
〇
四
年
の
デ
ー
タ
で
一
例
で
す
。

近
年
、よ
う
や
く
二
例
目
が
出
土
し
ま
し
た
。少
な
い
地
域
は
少
な
く
、

多
い
地
域
は
、
や
は
り
多
い
。
こ
の
傾
向
は
、
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
二
） 

八
世
紀
初
頭
か
ら
中
葉
の
出
土
事
例　

今
度
は
、
時
代
別
の
出

土
傾
向
を
み
ま
し
ょ
う
。
八
世
紀
初
頭
～
中
葉
の
瓦
塔
の
出
土
事
例

は
九
例
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
習
志
野
市
の
谷
津
貝
塚
の
瓦
塔
は
、
津

田
沼
駅
前
の
再
開
発
に
と
も
な
う
大
規
模
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
事

例
で
す
。
印
西
市
で
も
瓦
塔
の
出
土
か
ら
何
十
年
も
た
っ
て
い
る
の

に
、
よ
う
や
く
最
近
日
の
目
を
見
る
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
（
山

田
浅
間
山
出
土
瓦
塔
、
岩
戸
西
方
出
土
瓦
塔
）。
佐
倉
市
で
す
と
、
長

熊
廃
寺
の
瓦
塔
や
、
最
近
、
発
掘
調
査
さ
れ
た
城
番
塚
遺
跡
瓦
塔
が

あ
っ
た
り
と
い
う
具
合
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
瓦
塔
は
、

な
ぜ
か
印
旛
～
香
取
地
域
に
多
い
の
が
肝
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

（
三
） 

八
世
紀
後
葉
の
出
土
事
例　

八
世
紀
後
葉
の
事
例
は
急
に
少
な

く
な
り
、
四
例
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
千
葉
県
千
葉
市
で
二
例
、
市
原

市
で
二
例
で
す
（
こ
の
市
原
市
の
二
例
の
中
に
は
萩
ノ
原
遺
跡
出
土

瓦
塔
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、
市
原
歴
史
博
物
館
が
開
館
し
ま
し
た
が
、

五
重
塔
と
し
て
復
元
・
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
）。
な
ぜ
か
、
千
葉
県
は

少
な
い
で
す
が
、
逆
に
埼
玉
方
面
は
こ
の
時
期
の
瓦
塔
が
た
く
さ
ん

出
土
し
て
い
ま
す
。
瓦
塔
の
信
仰
が
流
行
る
地
域
と
、
流
行
ら
な
い
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市町村 遺跡名 瓦塔類型 出土部位・点数
市川市 下総国分尼寺瓦塔 詳細不明

国分遺跡瓦塔 詳細不明
習志野市 谷津 ( 貝塚 ) 遺跡瓦塔① 多武峯類型 屋蓋部片５

谷津 ( 貝塚 ) 遺跡瓦塔② 東山 or 上西原 屋蓋部小片１, 軸部小片１
八千代市 白幡前遺跡瓦塔①② 東山類型 屋蓋部片数十点

白幡前遺跡瓦塔①② 東山類型 屋蓋部片数十点
白幡前遺跡瓦塔・瓦堂③ 東郷台類型 瓦塔・瓦堂 屋蓋部 , 軸部破片多数
村上込の内遺跡瓦塔 東山類型 屋蓋部小片１

印西市 旧 印旛村岩戸西方出土瓦塔 多武峯類型 初重～三重の屋蓋と軸部
旧 印旛村山田浅間山出土瓦塔 多武峯類型 屋蓋部片８, 斗栱部片２, 軸部片１ほか
馬込遺跡瓦塔① 東山類型 瓦塔全景 ( ほぼ完存 )
馬込遺跡瓦塔② 東山類型 瓦塔全景 ( ほぼ完存 )
旧 印旛村井戸向遺跡 東山 or 上西原 屋蓋部小片１
鳴神山遺跡瓦塔 東山 or 上西原 屋蓋部小片１
木下別所廃寺瓦塔 上西原類型 屋蓋部小片６, 軸部１
大塚前遺跡瓦塔 詳細不明
浦部出土瓦塔 詳細不明

佐倉市 長熊廃寺瓦塔 多武峯類型 屋蓋部片５
城番塚遺跡瓦塔 多武峯類型か 屋蓋部片１
江原台遺跡瓦塔 上西原類型 屋蓋部片３, 斗栱部片１, 軸部片６
六拾部遺跡瓦塔① 東郷台類型 屋蓋部破片 , 軸部破片
六拾部遺跡瓦塔② 東郷台類型 屋蓋部破片 , 軸部破片
六崎 ( 遺跡 ) 出土瓦塔 詳細不明

四街道市 権現堂遺跡瓦塔 多武峯類型 屋蓋部小片１
小屋ノ内遺跡瓦塔 詳細不明

印旛郡栄町 龍角寺瓦塔 上西原類型 屋蓋部小片１, 軸部片２, 基壇部片 1
成田市 吉倉白ヶ峰遺跡瓦塔 東山類型 屋蓋部片 , 軸部片多数

吉倉大久保遺跡瓦塔 東山類型 屋蓋部小片１
中台遺跡瓦塔 上西原類型 屋蓋部小片１
郷部・加良部遺跡瓦塔 上西原類型 屋蓋部小片１
囲護台遺跡瓦塔 詳細不明

千葉市 千葉寺跡瓦塔 勝呂類型 屋蓋部小片２
生実城跡瓦塔 萩ノ原類型 屋蓋部片１, 初重基壇部片１
越川戸遺跡瓦塔・瓦堂① 萩ノ原類型 瓦塔・瓦堂破片多数
越川戸遺跡瓦塔② 上西原類型 相輪部 , 屋蓋部 , 斗栱部片多数
谷津遺跡瓦塔・瓦堂 上西原類型 瓦塔・瓦堂全景 ( ほぼ完存 )
葭山遺跡瓦塔 上西原類型 屋蓋部小片４
荻生道遺跡瓦塔 詳細不明
黒ハギ遺跡瓦塔 詳細不明
辰ヶ谷遺跡瓦塔 詳細不明

香取市 ( 旧 佐原市 ) 多田寺台遺跡瓦塔 多武峯類型 屋蓋部片数点
山武郡芝山町 庄作遺跡瓦塔 上西原類型 屋蓋部片４

山田廃寺瓦塔 詳細不明
山武郡横芝光町 新台遺跡瓦塔 上西原類型 屋蓋部片４, 初重軸部片３ほか
旭市 初崎遺跡瓦塔 詳細不明

旧 干潟町 後田遺跡瓦塔 詳細不明
匝瑳市 旧 八日市場市 大竹台遺跡瓦塔 詳細不明
山武市 ( 旧 成東町 ) 真行寺廃寺瓦塔 多武峯類型 屋蓋部片３, 軸部小片１
東金市 尾亭遺跡 B 地区瓦塔 詳細不明
大網白里市 山荒久遺跡瓦塔 東山 or 上西原 屋蓋部小片１
市原市 萩ノ原遺跡瓦塔 萩ノ原類型 瓦塔全景 ( ほぼ完存 )

稲荷台遺跡 (P 地点 ) 瓦塔 萩ノ原類型か 屋蓋部小片１
孟地 ( 南青野 ) 遺跡瓦堂 上西原類型 瓦堂 屋蓋部破片

袖ケ浦市 遠寺原遺跡瓦塔 東山類型 屋蓋部片２
上大城遺跡瓦堂 上西原類型 瓦堂 屋蓋部小片１
東郷台遺跡瓦塔 東郷台類型 屋蓋部小片２, 相輪九輪部分１

木更津市 小谷遺跡瓦塔① 上西原類型 瓦塔全景 ( ほぼ完存 )
小谷遺跡瓦塔② 東郷台類型 瓦塔全景 ( ほぼ完存 )
丹過遺跡瓦塔 詳細不明

南房総市 宝珠院瓦塔 類型不明 斗栱部片１点
旧 千倉町 健田遺跡瓦塔 詳細不明

図４　千葉県域出土瓦塔一覧（池田作成）
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地
域
が
あ
る
と
い
う
の
は
面
白
い
現
象
で
す
。

（
四
） 
九
世
紀
の
出
土
事
例　

八
世
紀
末
葉
～
九
世
紀

中
葉
頃
、
ち
ょ
う
ど
瓦
塔
の
モ
デ
ル
・
チ
ェ
ン
ジ
が

行
わ
れ
た
時
期
に
な
る
と
、
日
本
全
国
で
瓦
塔
が
造

立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

千
葉
県
も
御
多
分
に
も
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、
九
世

紀
後
半
に
な
る
と
、
全
国
で
瓦
塔
が
急
激
に
出
土
し

な
く
な
り
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
千
葉
県
域
で

は
、
こ
の
時
期
の
瓦
塔
が
造
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
界
隈
は
、
瓦
塔
信
仰
を
受
け
入
れ
る
の
が
遅
か
っ

た
分
、
九
世
紀
後
半
ま
で
残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
今
度
は
参
考
事
例
と
し
て
、
瓦
塔
以
外
の

仏
教
系
遺
物
の
動
向
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。「
霞
ケ

浦
沿
岸
地
域
の
小
仏
像
出
土
土
地
」
と
、「
仏
像
関

係
一
覧
表
」（
図
５
・
６
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
七
世

紀
～
平
安
時
代
頃
の
小
仏
像
が
霞
ケ
浦
地
域
や
、「
香

取
・
印
旛
の
内
海
」
沿
岸
に
多
く
分
布
す
る
の
が
う

か
が
え
ま
す
。
白
鳳
仏
で
有
名
な
龍
角
寺
以
外
に
も
、

千
葉
県
香
取
市
の
関
峯
崎
三
号
横
穴
の
押
出
三
尊
仏

（
図
７
）
が
あ
り
ま
す
。
七
世
紀
後
半
の
仏
像
が
横
穴

墓
の
中
に
納
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
の
地
域
の

仏
教
受
容
を
考
え
る
上
で
非
常
に
意
義
深
い
で
す
。 

図５　霞ケ浦沿岸地域の小仏像出土土地
（上高津貝塚ふるさと歴史の広場　1998 より一部改変・転載）

印波（印旛）浦

流
海
（
霞
ヶ
浦
）



-47-

遺跡名（出土地） 所在地 種類 時代
関峯崎 3 号横穴 千葉県佐原市 押出一光三尊像 7 世紀
竜角寺 千葉県印旛郡栄町 銅造薬師如来（仏頭） 7 世紀後半
成東町出土 千葉県山武郡成東町 銅造菩薩立像 7 世紀後半
稲荷町出土 千葉県香取郡大栄町 銅造十一面観音菩薩立像 3 8 世紀
名木廃寺 千葉県香取郡下総町 銅造菩薩立像 8 ～ 9 世紀
井戸向遺跡 千葉県八千代市 銅造宝冠如来坐像 平安後期
田向城跡 千葉県山武郡芝山町 銅造宝冠如来坐像 平安後期
下総国分寺 千葉県市川市 銅造誕生釈迦仏立像 平安時代
高津新山遺跡 千葉県八千代市 銅造如来立像 平安時代
木下別所廃寺 千葉県印西市 銅造菩薩立像 平安時代
放光院跡 千葉県印旛郡栄町 銅造如来坐像 平安時代
大六天神社 千葉県印旛郡栄町 銅造菩薩立像小片 平安時代
名木廃寺 千葉県香取郡下総町 銅造神坐像 平安時代
織幡妙見堂遺跡 千葉県香取郡小見川町 銅製光背？ 平安時代
坂志岡
尼ヶ岡遺跡 千葉県山武郡芝山町 銅造観音菩薩立像（鍍金） 平安時代

後沢第一遺跡 千葉県千葉市 銅造男神立像（鍍金） 平安時代
小山遺跡 千葉県千葉市 銅造男神立像（鍍金） 平安時代
満願寺 茨城県稲敷郡東村 銅造如来立像 7 世紀後半
台渡里廃寺 茨城県水戸市 仏像鋳型 2 8 世紀
下君山廃寺 茨城県稲敷郡江戸崎町 銅造誕生釈迦如来立像 8 世紀

結城廃寺 茨城県結城市

阿弥陀如来坐像塼仏 4・観音菩薩立像塼仏 4・勢至
菩薩立像塼仏 9・薬師如来立像塼仏 5・如来倚像塼
仏・立像脚部塼仏 2・如来坐像塼仏 6・火頭形三尊
像塼仏 2（頭部・脇侍）・倚像塼仏（膝部）・脚部塼仏・
大型塼仏 6・大型独尊立像塼仏 5・光背塼 6・塑像
14（頭部・衣部・右脚部・蓮華座 11・塑像小片）

8 世紀

大谷瀬出土 茨城県結城市 銅造菩薩立像 8 世紀
神向寺 茨城県鹿嶋市 銅造如来坐像（鍍金）・銅造菩薩立像 9 世紀後半
鹿島神宮寺 茨城県鹿嶋市 銅造地蔵菩薩立像 12 世紀
熊の山遺跡 3 茨城県つくば市 銅造毘沙門天 12 世紀
薬王院 茨城県真壁郡真壁町 銅造菩薩立像 2 12 世紀
横塚阿弥陀堂（伝世） 茨城県真壁郡協和町 銅造如来坐像 12 世紀
薬師寺 茨城県西茨城郡常北町 銅造薬師如来座像 平安時代
徳蔵寺（伝世） 茨城県西茨城郡七会村 銅造観音菩薩立像 平安時代
光福寺 茨城県鹿島郡大洋村 銅造薬師如来立像 平安時代
深谷出土 茨城県新治郡霞ケ浦町 銅造天部立像 平安時代
神宮寺 茨城県新治郡霞ケ浦町 銅造千手観音菩薩立像 平安時代
島津出土 茨城県稲敷郡阿見町 銅造菩薩立像 平安時代
下り松遺跡 茨城県結城市 銅造観音菩薩立像・銅造地蔵菩薩立像 平安時代
本田屋敷遺跡 茨城県結城郡千代川村 銅造観音菩薩立像 平安時代
上大野観音田出土 茨城県猿島郡総和町 十一面観音立像 平安時代
峰崎遺跡 茨城県結城市 塑像（螺髪） 詳細不明

図６　仏像関係一覧表（千葉県・茨城県）
（池田・中村 2000 より転載　なお、市町村名は、2000 年時点の名称である。）
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図７　�関峯崎 3 号横穴出土金銅製三尊
押出仏

（香取市教育委員会所蔵）

図８　名木廃寺表面採集菩薩立像
 （�常福寺所蔵、埼玉県立歴史と民俗

の博物館画像提供）

図９　主要仏教関係遺跡分布図（笹生 2006 より転載）
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ま
た
、「
菩
薩
立
像
、
名
木
廃
寺
表
面
採
集
」（
図
８
）
は
、
成
田

市
立
下
総
歴
史
民
俗
資
料
館
に
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
小
仏
像
で
す
。

仏
像
様
式
か
ら
七
～
八
世
紀
頃
の
も
の
で
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

印
西
市
の
木
下
別
所
廃
寺
で
も
小
仏
像
が
表
面
採
集
さ
れ
て
個
人
所

蔵
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
九
九
三
年
に
埼
玉
県
立
博
物
館
が
開
催
し

た
特
別
展
『
甦
る
光
彩　

関
東
の
出
土
金
銅
仏
』
で
公
に
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
界
隈
は
探
す
と
ま
だ
事
例
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

情
報
を
お
持
ち
の
方
は
市
史
編
さ
ん
事
業
に
ご
協
力
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

瓦
で
も
、
小
仏
像
と
似
た
現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。
下
総
龍
角
寺

の
軒
丸
瓦
文
様
と
同
じ
系
統
の
軒
先
文
様
を
採
用
し
た
古
代
寺
院
が

「
香
取
・
印
旛
の
内
海
」
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

仏
堂
施
設
や
、
仏
教
系
遺
物
で
も
同
様
で
す
。「
主
要
仏
教
関
係
遺

跡
分
布
図
」（
図
９
）
は
、
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
神
道
文
化
学

科
の
笹
生
衛
先
生
が
今
か
ら
二
〇
年
ほ
ど
前
に
作
成
し
た
図
面
を
使

用
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
印
旛
・
埴
生
郡
域
＝
印
旛
の
内
海
沿
岸

に
ド
ッ
ト
が
目
立
ち
ま
す
。

さ
ら
に
人
面
土
器
や
、「
竈
神
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
、「
国
玉

神
奉
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
な
ど
の
存
在
か
ら
、
お
ま
じ
な
い
や
、

神
様
祀
り
が
盛
ん
な
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
土
器
は
、

民
間
道
教
（
巫
術
）
の
、
ま
じ
な
い
土
器
で
す
。
こ
の
手
合
い
の
遺

物
が
印
旛
・
香
取
地
域
は
目
立
ち
ま
す
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
平
川
南
先
生
の
著
書
（
平
川

二
〇
〇
〇
）
に
よ
れ
ば
、「
古
代
の
印
旛
か
ら
香
取
地
域
に
か
け
て
は
、

村
落
祭
祀
の
実
態
を
端
的
に
物
語
る
文
章
化
し
た
墨
書
土
器
が
出
土

し
、
そ
の
墨
書
土
器
は
他
の
遺
跡
の
一
な
い
し
二
文
字
の
墨
書
土
器

の
意
味
を
も
解
明
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。（
略
）
一
定
の
祭
祀

や
儀
礼
行
為
等
の
さ
い
に
土
器
に
な
か
ば
記
号
と
し
て
意
識
さ
れ
た

文
字
を
記
す
、
い
い
か
え
れ
ば
、
祭
祀
形
態
に
付
随
し
た
形
で
一
定

の
字
形
、
な
か
ば
記
号
化
し
た
文
字
が
記
載
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。」
と
の
こ
と
で
す
。

四　
「
印
波
・
香
取
の
内
海
」
の
生
業
～
仏
教
史
的
考
証

後
半
は
話
が
、
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
ま
す
。

二
〇
一
一
年
秋
、
日
本
考
古
学
協
会
栃
木
大
会
と
い
う
の
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
時
、「
古
代
社
会
の
生
業
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
と
い
う

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。な
お
、各
県
の
研
究
者
と
協
力
し
て
、

生
業
遺
物
の
集
計
表
を
作
成
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
集
に
デ
ー
タ

を
掲
載
し
ま
し
た
。
千
葉
県
の
デ
ー
タ
を
み
て
み
る
と
「
東
総
・
山

武
地
域
」（
図
10
）
で
は
丘
陵
地
形
の
た
め
か
漁
労
具
の
土
錘
は
合
計

四
三
点
し
か
集
計
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
印
旛
地
域
は
合

計
八
一
七
点
の
出
土
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
印

旛
地
域
に
は
「
印
旛
・
香
取
の
内
海
」
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
今
か

ら
約
六
〇
〇
〇
年
前
は
温
暖
化
が
進
ん
だ
時
期
で
、
縄
文
海
進
が
あ
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図 10　東総・山武出土生業遺物点数表、印旛出土生業遺物点数表
（松本 2011 より転載）
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図 11　柏木古墳群の集落（土錘）（池田・津野 2011 より転載）
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り
ま
し
た
。
海
面
は
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上
昇
し
た
よ
う
で
す
。
鹿
島
・

銚
子
・
香
取
方
面
か
ら
海
水
が
内
陸
に
流
れ
込
み
、
現
在
の
印
旛
沼
・

手
賀
沼
に
か
け
て
内
湾
（
古
鬼
怒
湾
）
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
内
海
の
状
態
は
千
三
百
年
前
で
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
「
印

旛
浦
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
印
旛
地
域
の
土
錘
集
計
は
、
そ
う

し
た
古
環
境
を
反
映
し
た
数
値
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
、
土
錘
と
は
、
管
の
土
製
品
で
、
太
い
も
の
か
ら
小
さ

い
も
の
も
あ
り
ま
す
（
図
11
）。
太
い
も
の
は
、
大
型
漁
労
（
地
引
網

の
よ
う
な
大
人
数
を
必
要
と
す
る
漁
労
）
の
時
に
使
わ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
細
い
も
の
は
川
魚
漁
に
使
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
網
漁
の
時
の
重
石
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
茨
城
県

稲
敷
市
柏
木
古
墳
群
の
古
代
集
落
で
は
、
多
量
の
大
型
管
状
土
錘
が

出
土
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
地
名
の
「
柏
木
」
を
記
し
た
墨
書
土

器
や
、
倉
庫
群
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
か
ら
、
村

を
ま
と
め
る
首
（
お
び
と
）
＝
村
長
が
住
ん
で
い
た
所
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
は
、漁
労
具
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら「
柏
木
」ム
ラ
は
漁
村
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
分
か
る
わ
け
で
す
。

同
様
に
漁
村
と
言
っ
て
い
い
の
が
、
先
ほ
ど
話
題
に
の
ぼ
っ
た
印

旛
地
域
で
す
。
石
戸
啓
夫
論
文
（
二
〇
一
三
年
）（
図
12
）
に
よ
れ
ば
、

古
代
の
遺
跡
か
ら
貝
が
出
土
し
、
食
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
し
か
も
、
鳴
神
山
遺
跡
や
、
村
上
遺
跡
群
、
白
幡
前
遺
跡

で
は
、
仏
堂
施
設
が
営
ま
れ
て
い
た
り
、
ま
じ
な
い
土
器
や
、
瓦
塔

図 12　印波における古代の貝の出土遺跡（石戸 2013 より転載）
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が
建
立
さ
れ
て
い
る
点
が
興
味
を
ひ
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
頭
頃
に
編
さ
ん
さ
れ
た
『
日

本
霊
異
記
』
に
は
、生
き
物
を
殺
生
し
「
な
り
わ
い
」
と
す
る
人
間
が
、

因
果
応
報
（
悪
因
悪
果
）
の
理
に
よ
っ
て
報
い
を
受
け
る
（
地
獄
に

落
ち
る
な
ど
）
説
話
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
方
、
悪
業
を
し
て

い
て
も
仏
様
を
信
仰
し
て
い
た
た
め
に
救
わ
れ
た
と
い
う
話
も
『
日

本
霊
異
記
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
善
因
善
果
）。

仏
教
の
戒
律
に
は
、
い
ろ
い
ろ
決
ま
り
ご
と
が
あ
り
ま
す
。
古
代

の
中
国
や
日
本
は
大
乗
仏
教
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
大
乗
仏
教
経

典
の
『
楞
伽
経
』
や
『
大
般
涅
槃
経
』、そ
れ
を
奉
じ
る
仏
教
集
団
（
と

く
に
禅
宗
系
統
）
の
一
派
で
は
、「
な
ま
ぐ
さ
も
の
」
を
食
べ
る
こ
と

は
戒
律
に
背
く
行
為
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
徐
々
に
拡
大
解
釈
さ

れ
て
、「
な
ま
ぐ
さ
も
の
」
を
扱
う
人
々
＝
狩
猟
・
漁
労
民
は
「
悪

業
の
身
」
だ
と
い
う
考
え
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

一
方
、
仏
教
は
、
国
王
、
貴
族
、
民
衆
、
賎
民
、
身
分
の
隔
て
な

く
生
き
と
し
生
け
る
者
の
苦
し
み
を
救
済
・
成
道
へ
向
か
わ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原
点
に
立
ち
返
ろ
う
と
い
う
動
き

が
あ
り
ま
し
た
。
代
表
的
な
人
物
は
行
基
で
す
。
行
基
は
、
大
乗
菩

薩
道
（
自
ら
も
他
人
も
救
い
救
わ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
実
践
）
に
励

ん
だ
、
お
坊
さ
ん
で
し
た
。

当
時
の
人
々
か
ら
は
「
行
基
菩
薩
」
と
讃
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

民
衆
を
相
手
に
「
お
ま
じ
な
い
」
も
行
っ
て
も
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

図 13　仮説 1・仮説 2（池田作成）

【仮説２】
霞ヶ浦～「印波・香取の内海」世界を求道の場とし、衆生を教化した菩薩道実践者（僧
侶、ないし有徳の優婆塞・優婆夷）の存在を推定出来るのではなかろうか
…常陸・鹿島神宮寺［天平勝宝年中開基と云う］、下総・香取神宮寺［鹿島神宮寺と同時期に開基と云う］
などを開基した満願（または万巻、萬巻）上人の伝承や、空海が密教経典の写経協力を依頼した「万徳菩薩」
宛て書簡（『高野雑筆集』所収）を再検証していくうえで興味深い事象と私は思っている（今後の課題としたい）。

【仮説 1】

　　（根拠）　　　　　　　　　　　　 （実践）

因果�（とくに善因
善果）応報の理

悔過 （上位概念）

各種尊像の礼拝供養（瓦塔を含む）

布施・持戒

まじなひ（神仏習合含む）
など

（下位概念）



-54-

行
基
の
大
乗
菩
薩
道
を
参
考
に
、「
悪
業
の
身
」
を
い
か
に
救
済
す
る

か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
そ
の
折
、
救
済
方
法
に
も
、
い
ろ
い
ろ
と

階
層
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
仮
説
を
立
て
ま
し
た（
図

13
）。仏

教
で
あ
れ
、
神
道
で
あ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
れ
、
世
界
の
す

べ
て
の
宗
教
に
共
通
し
て
言
え
る
の
は
、
マ
ジ
カ
ル
要
素
を
取
り
込

ん
だ
上
で
、
い
か
に
昇
華
し
、
上
位
の
思
考
（
教
理
）
に
持
っ
て
い

く
か
が
肝
要
で
す
。
そ
れ
を
上
手
に
実
践
し
て
い
る
の
が
、
普
遍
宗

教
と
言
わ
れ
る
仏
教
で
す
。
な
の
で
、
仏
教
遺
跡
で
、
ま
じ
な
い
土

器
が
出
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、「
こ
の
よ
う
な
礼

拝
供
養
の
方
法
が
あ
る
か
ら
、そ
れ
に
基
づ
い
た
「
お
ま
じ
な
い
」
や
、

仏
教
作
法
を
す
る
と
、
よ
り
功
徳
が
高
ま
る
」
と
指
導
的
立
場
の
僧

侶
は
説
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
加
え
て
、
僧
侶
と
信
者
を
仲
介
す
る
有

徳
の
優
婆
塞
・
優
婆
夷
の
力
量
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

先
ほ
ど
聖
地
の
話
を
し
ま
し
た
が
、
鹿
島
、
香
取
は
神
様
祀
り
が

盛
ん
で
す
。『
縁
起
書
』
に
よ
れ
ば
、
両
地
に
神
宮
（
寺
）
を
開
い
た

の
は
満
願
上
人
と
い
う
、お
坊
さ
ん
で
す
。
し
か
も
神
仏
習
合
は
、「
お

ま
じ
な
い
」
に
詳
し
い
密
教
系
の
お
坊
さ
ん
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い

う
意
見
が
あ
り
ま
す
。
満
願
上
人
も
、
そ
う
し
た
お
坊
さ
ん
だ
っ
た

可
能
性
が
高
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
も
う
一
人
、私
が
注
目
し
て
い
る
、お
坊
さ
ん
が
い
ま
す
。「
万

徳
菩
薩
」
と
讃
え
ら
れ
た
、
お
坊
さ
ん
で
す
。『
高
野
雑
筆
集
』
と
い

う
空
海
の
手
紙
を
集
め
た
書
簡
集
の
中
に
、弘
仁
六
（
八
一
五
）
年
春
、

空
海
が
万
徳
菩
薩
に
宛
て
た
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
如
来
の

悲
願
は
類
に
随
っ
て
生
を
摂
し
、
菩
薩
の
応
現
は
所
と
し
て
有
ら
ず

と
い
ふ
こ
と
な
し
。
聞
く
が
如
く
む
ば
、
万
徳
菩
薩
は
迹
を
東
方
に

垂
れ
、
法
を
崇
め
生
を
化
す
と
。
之
を
聞
き
、
之
を
聴
い
て
」
云
々

と
あ
り
ま
す
。
万
徳
菩
薩
と
い
う
方
が
東
国
の
地
に
来
て
、
仏
教
を

広
め
る
と
同
時
に
「
生
を
化
す
」
＝
民
間
布
教
を
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。万
徳
と
い
う
お
坊
さ
ん
が
先
ほ
ど
の
満
願
と
関
係
が
あ
っ

た
ら
面
白
い
で
す
。
そ
れ
が
ど
う
な
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
先
の
研
究
課
題
で
す
。

ち
な
み
に
、
従
来
の
研
究
で
は
、
万
徳
菩
薩
が
ど
こ
を
拠
点
と
し

て
い
た
か
は
不
明
扱
い
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
扱
っ
た

よ
う
に
仏
教
系
遺
物
・
ま
じ
な
い
系
遺
物
が
多
い
印
旛
・
香
取
地
域
を
、

一
つ
の
候
補
地
と
し
て
挙
げ
て
み
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
逆
に
万
徳
菩
薩
の
拠
点
が
印
旛
・
香
取
地
域
で
な

く
て
も
、
仏
教
教
学
を
知
り
、
な
お
か
つ
、「
お
ま
じ
な
い
」
的
な
こ

と
を
統
合
で
き
る
布
教
者
が
こ
の
界
隈
に
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
後
に
、「
九
世
紀
に
お
け
る
関
東
地
方
仏
教
系
遺
物
出
土
傾
向
モ

デ
ル
」（
図
14
）
を
ご
覧
下
さ
い
。
ま
じ
な
い
土
器
と
墨
書
土
器
の
分

布
は
東
関
東
に
多
く
、
西
関
東
に
は
少
な
い
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
西
関
東
は
瓦
塔
が
多
く
、
西
関
東
の
瓦
塔
信
仰
が
「
印
旛
・
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香
取
の
内
海
」
世
界
に
波
及
し
た
可
能

性
が
極
め
て
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
（
西

関
東
で
、
瓦
塔
信
仰
が
な
ぜ
盛
ん
な
の

か
を
考
え
て
い
く
の
が
、
私
の
こ
れ
か

ら
の
大
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
）。

私
の
話
は
以
上
で
す
。
ご
清
聴
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

付
記　

本
稿
は
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）

年
十
二
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
印
西
市

史
編
さ
ん
講
演
会
の
内
容
を
活
字
化
し

た
も
の
で
あ
る
。
活
字
化
に
あ
た
り
、

池
田
氏
の
校
正
の
も
と
、
一
部
の
内
容

を
修
正
し
た
。
ま
た
参
考
文
献
や
先
行

研
究
は
主
要
な
も
の
の
み
を
掲
載
し
た
。

図 14　９世紀における関東地方
仏教系遺物出土傾向モデル

（池田作成）

墨書土器分布多



-56-

（
註
）

１　

単
一
堂
宇
寺
院
は
、
単
独
で
堂
し
か
な
い
寺
。
瓦
葺
き
の
場
合
も
あ
る
。

立
正
大
学
名
誉
教
授
の
坂
誥
秀
一
は
「
単
一
堂
宇
寺
院
」
と
名
付
け
、

筆
者
も
こ
の
用
語
を
使
用
し
て
い
る
。

引
用
文
献
・
参
考
文
献

池
田
敏
宏
「
関
東
地
方
瓦
塔
編
年
と
他
地
域
瓦
塔
編
年
の
比
較
・
検
討
―
関

東
地
方
瓦
塔
屋
蓋
部
編
年
の
検
証
作
業
を
中
心
に
―
」（『
研
究
紀
要
』
第

七
号
、
栃
木
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
九
年
）

五
七
～
一
〇
四
頁
。

池
田
敏
宏
「
山
野
開
発
と
瓦
塔
の
造
立
―
瓦
塔
造
立
の
背
景
に
つ
い
て
の
考

察
―
」（『
開
発
と
神
仏
と
の
か
か
わ
り
』
古
代
考
古
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
古
代

の
社
会
と
環
境
：
資
料
集
、
帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
・
古
代
考
古

学
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
四
年
）。

池
田
敏
宏
「
瓦
塔
初
重
空
間
の
利
用
法
―
八
～
九
世
紀
に
お
け
る
造
塔
意
識

の
変
化
に
関
す
る
考
察
―
」（『
研
究
紀
要
』
第
一
三
号
、
と
ち
ぎ
生
涯
学

習
文
化
財
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
）
四
一
～
六
四
頁
。

池
田
敏
宏
「
第
七
集　

古
代　

第
三
節　

遺
物
の
研
究　

四
．
信
仰
関
係
の

遺
構
と
遺
物
」（『
研
究
紀
要
』
第
一
五
号
、
と
ち
ぎ
生
涯
学
習
文
化
財
団

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
）。

池
田
敏
宏
「
古
代
在
地
仏
教
研
究
へ
向
け
て
の
序
―
造
塔
意
識
の
変
化
を
中

心
に
―
」（『
地
域
考
古
学
』
第
三
号
、地
域
考
古
学
研
究
会
、二
〇
一
八
年
）

講演会の様子
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一
四
三
～
一
五
二
頁
。

池
田
敏
宏
「
続
・
古
代
在
地
仏
教
研
究
へ
向
け
て
の
序
―
造
塔
意
識
の
変
化
を

中
心
に
」（『
地
域
考
古
学
』
第
四
号
、地
域
考
古
学
研
究
会
、二
〇
一
九
年
）。

池
田
敏
宏
・
津
野
仁
「
関
東
地
方
の
古
代
生
業
」（『
研
究
発
表
資
料
集
：
一

般
社
団
法
人
日
本
考
古
学
協
会
二
〇
一
一
年
度
栃
木
大
会
』
日
本
考
古
学

協
会
二
〇
一
一
年
度
栃
木
大
会
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
一
年
）。

池
田
敏
宏
・
中
村
絵
美
「
仏
像
・
経
塚
」『
古
代
仏
教
系
遺
物
集
成
・
関
東
：

考
古
学
の
新
た
な
る
開
拓
を
め
ざ
し
て
』（
考
古
学
資
料
か
ら
古
代
を
考
え

る
会
、
二
〇
〇
〇
年
）。

石
戸
啓
夫
「
古
代
印
波
の
水
環
境
と
集
落
形
成
―
印
西
に
お
け
る
古
代
集
落

形
成
の
分
析
か
ら
―
」（『
印
西
の
歴
史
』
第
七
号
、
印
西
市
史
編
さ
ん
委

員
会
・
印
西
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
）
二
八
～
五
四
頁
。

市
村
高
男
監
修
／
茨
城
県
立
歴
史
館
編
『
中
世
東
国
の
内
海
世
界
―
霞
ケ
浦
・

筑
波
山
・
利
根
川
―
』（
高
志
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）。

印
旛
沼
環
境
基
金
『
印
旛
沼
の
は
な
し
』（
二
〇
二
一
年
）。

上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
『
第
三
回
特
別
展　

仏
の
す
ま
う
空
間

―
古
代
霞
ケ
浦
の
仏
教
信
仰
―
』（
一
九
九
八
年
）

弘
法
大
師
空
海
全
集
編
輯
委
員
会
「
高
野
雑
筆
集
」（『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』

第
七
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
年
）。

埼
玉
県
立
博
物
館
『
甦
る
光
彩
―
関
東
の
出
土
金
銅
仏
―
』（
一
九
九
三
年
）。

埼
玉
県
立
歴
史
資
料
館
『
資
料
館
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
一
一　

埼
玉
の
瓦
塔
』

（
一
九
九
四
年
）。

笹
生
衛
「
古
代
東
国
集
落
と
仏
教
信
仰
―
千
葉
県
内
の
事
例
を
中
心
に
―
」

（『
在
地
社
会
と
仏
教
』
記
録
集
、
独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所　

奈
良

文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
）。

大
正
大
学
仏
教
学
科
編『
仏
教
と
は
な
に
か
―
そ
の
思
想
を
検
証
す
る
―
』（
大

法
輪
閣
、
一
九
九
九
年
）。

中
田
祝
夫
（
全
訳
注
）『
日
本
霊
異
記
』（
上
・
中
・
下
、
講
談
社
学
術
文
庫
、

一
九
七
八
・
一
九
七
九
・
一
九
八
〇
年
）。

平
川
南
『
墨
書
土
器
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。

北
條
勝
貴
「〈
神
仏
習
合
〉
言
説
の
日
本
的
展
開
―
自
然
環
境
・
祟
り
神
・
神

身
離
脱
―
」（『
古
代
の
社
会
と
環
境　

考
古
学
か
ら
み
た
古
代
の
環
境
問

題
―
天
災
は
人
災
か
―
』
古
代
考
古
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
古
代
の
社
会
と
環
境
：

資
料
集
、
帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
・
古
代
考
古
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
実

行
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
）。

松
本
太
郎
「
千
葉
県
の
古
代
生
業
」『
研
究
発
表
資
料
集
：
一
般
社
団
法
人
日

本
考
古
学
協
会
二
〇
一
一
年
度
栃
木
大
会
』（
二
〇
一
一
年
）。

吉
田
靖
雄
『
日
本
古
代
の
菩
薩
と
民
衆
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）。
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刊行物のご案内

【印西市史（印西町史・印旛村史・本埜村史）】
書　籍　名  価格 （円）刊行年 内　　　容

印西市史 資料編　
近現代２ 5,000 2019 終戦から平成 22 年 3 月の新印西市誕生までの資料 175 点を掲載

印西市史 資料編　
近現代１ 5,000 2021 明治から終戦までの資料 438 点を掲載

印西市歴史読本　
原始・古代編 1,300  2011 印西地区の原始・古代の歴史読み物

印西市歴史読本　
中世・近世編 1,300  2011 印西地区の中世・近世の歴史読み物

印西市歴史読本　
近代・現代編 1,300  2011 印西地区の近代・現代の歴史読み物

印西町史 史料集　
近世編１  売り切れ   1986 木下河岸関係文書

印西町史 史料集　
近世編２ 4,000  1987 木下河岸関係文書

印西町史 史料集   
近世編３ 5,000  1992 土地・村況・戸口・貢租

印西町史 史料集   
近世編４ 5,000  1993 支配・開発・諸産業と流通・寺社・宗教等

印西町史 史料集　
文化遺産編 5,000  1992 寺社・堂宇

印西町史  民俗編 5,000  1996 印西地区の民俗
印旛村史  通史Ⅰ 6,800  1984 原始・古代・中世・近世

印旛村史  通史Ⅱ 7,000  1990 近代（～昭和 30 年）、民俗

印旛村史 近世編
史料集Ⅰ 5,800  1982 支配・貢租

印旛村史 近世編
史料集Ⅱ 5,000  1978 土地、村政・村況、戸口・身分

印旛村史 近世編
史料集Ⅲ 5,000  1980 農業、漁業・鳥猟、林野、商業・金融、水利・普請、諸産業、交通、

寺社・宗教、家、教育・文化、日記、地誌
印旛村史 近代編
史料集Ⅰ 7,000  1986 行政、議会、財政・租税

印旛村史 近代編
史料集Ⅱ 7,000  1988 土地、産業、治水、交通、厚生、兵事・治安、教育、宗教・文化、

民俗、補遺
本埜の歴史 1,400  2008 歴史読み物
本埜村史 史料集　
近世編１  売り切れ  1977 中根村関係文書

本埜村史 史料集　
近世編２  売り切れ   1978 埜原新田関係文書

本埜村史 史料集　
近世編３ 2,500  1979 龍腹寺村関係文書

本埜村史 史料集　
近世編４ 2,500  1983 物木・笠神・滝・荒野村関係文書

本埜村史 史料集　
近・現代編 5,000  1985 政治、産業経済、社会・文化
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【市史研究誌（町史研究誌）】
書　籍　名  価格 （円）刊行年 内　　　容

 印西町の歴史
 創刊号 700  1985

・編さん委員から	 ・先土器時代の印西町
・印西台地の地質	 ・庚申信仰と北総の百庚申
・中世史解明の方策について	 ・郷土史の手がかりを求めて
・農作業の移り変わり	 ・印西小林村光明寺かいわい

 印西町の歴史
 第２号 800  1986

・金石文が語る女人信仰	 ・木下河岸と鮮魚街道
・雑誌『創作』と『赤い鳥』	 ・成田線よもやま話
・神々とともに消えた庚申山
・河村家文書「庚申待縁記」の謎

 印西町の歴史
 第３号 900  1987

・縄文時代の印西町（一）	 ・古道「常陸路」の探索
・木下河岸と鮮魚街道（二）	 ・印西町の十九夜塔と子安塔
・消えゆく掩体壕	 ・亀成の水害
・印西町の不二道孝心講
・利根川水運と木下河岸の研究をめぐって（一）

 印西町の歴史
 第４号 900  1988

・聞き書き雑煮	 ・利根川流域の校歌について
・近世地方文芸への接近	 ・木下街道（行徳みち）
・疱瘡と民俗	 ・木下河岸と鮮魚街道 ( 三）
・花見堂地蔵尊
・再び河村家文書「庚申待縁記」の謎について
・天神台遺跡の概要

 
 印西町の歴史
 第５号

 売り切れ  1989

・鳳谷五郎小伝
・近代美術工芸界の父　香取秀真の生涯
・国境（くにざかい）としての利根川
・縄文時代の印西町（前期）
・木下音頭
・木下河岸の人々のくらし（前編）
・印西町周辺貝化石岩使用古墳について
・佐倉領結縁寺村について
・先土器時代の構造研究について
・佐藤春夫と子母沢寛

 印西町の歴史
 第６号 900  1990

・古代、中世史の課題
・印旛地方における地域教育展開の一齣
・印西町の文化財	 ・木下河岸の人々のくらし（後編）
・村のあゆみ	 ・六軒河岸のこと
・小林城址とその地名	 ・仙助河岸
・近世の別所村	 ・松山下地区採集の化石について
・薪俵河岸

 印西町の歴史
 第７号 900  1991

・鐘はかくして	 ・「仁」に徹した教育
・流れ潅頂と女人成仏	 ・草深の歴史（一）
・印西交通史一瞥	 ・移りゆく生活と風物
・巴伝承と小林	 ・近世の平岡村
・国史編纂略史

 印西町の歴史
 第８号 900  1992

・わが国算数教育の革新者	 ・総州六阿弥陀詣
・草深の歴史（二）	 ・千葉県教育界の偉材
・手賀沼－『手賀沼沿革史』を中心として－
・草深の牡鹿－地方文芸の味わい－

 印西町の歴史
 第９号 900  1993

・利根川漁猟物語	 ・柳澤千貫（ちぬき）先生
・草深の歴史（三）	 ・不世出の秀才　鈴木廸彦先生
・旧事談に想う	 ・松尾芭蕉研究



-60-

書　籍　名  価格 （円）刊行年 内　　　容

 印西町の歴史
 第 10 号 900  1994

・資料紹介　松山一号墳出土の遺物
・安政元年のタイムカプセル	 ・印西町の奥州講
・大森陣屋発砲一件と淀藩下総領の農兵について
・水野葉舟先生

 印西町の歴史
 第 11 号 900  1995

・印西の考古文献	 ・梶沼勝之助先生を偲ぶ
・小林新田（堤内外）の歴史	 ・印西町の咳神信仰とその伝承
・明治初期にみられる印西町の正教会
・佐倉藩領内に祀られている社日塔と祭り
・近世・近現代古文書悉皆調査概報

 印西町の歴史
 第 12 号 900  1996

・印西と短歌のかかわり（その一）	・泉倉寺、結縁寺、光堂
・天神台遺跡と周辺遺跡について	・泉倉寺の五重相伝と常念仏	
・印西町のくら	 ・幸町のこと

 印西の歴史
 創刊号 1,000 1998

・発刊の言葉	 ・創刊にあたって
・香取秀眞の足跡を訪ねて
・蒸気船からみる木下の明治（その一）
・木下街道（行徳みち）	 ・道作 1 号墳の調査について
・西根遺跡の採集資料について－低地遺跡の発見－
・印西町の歴史　創刊号～第十二号総目次

 印西の歴史
 第２号 1,000 1999

・印西市の長屋門
・恵心流五重念仏相伝資料について
・印西市の念仏信仰と泉倉寺
・「木下河岸」の図から見た明治の木下
・寸松軒吟奈『鹿島之紀行』
・画工貝華堂芳斎の追跡

 印西の歴史
 第３号 1,000  2001

・蒸気船からみる木下の明治（その２）
・手賀沼の生物と水環境と漁業を中心とした変遷
・昭和の水害	 ・草深野鹿の碑－「評」のことども－
・印西市の湯殿山信仰

 印西の歴史
 第４号 700  2008

・淀藩下総領別所村の年貢
・印西市・西福寺の賢光作　不動明王立像及び毘沙門天立像について
・《速報》発見！古代の郷（村）の管理施設－印西市船尾白幡
Ⅱ遺跡から古代を探る－
・銚子汽船会社木下支店の旗
・大利根を快走する外輪蒸気船
・－木下まち育て塾－企画展「Kioroshi（木下）蒸気船銚港丸」
顛末私記
・小林幸太郎の業績と生涯１- 印西大地が生んだ異能の人 -
・地域の捉え方と学習姿勢 - 昭和初期の教育雑誌に学ぶ -

 印西の歴史
 第５号 550 2010

・印西の水塚
・水戸藩国産鮮荷物の継送をめぐる抗争－安食村文内について－
・歩兵第二連隊将兵の宿泊にみる木下の旅館
・高橋良助氏収集資料の石器～旧石器・縄文時代の剥片石器など～
・千葉県印西市の更新統下総層群「木下貝層」模式地の貝化石群
・「木下街道膝栗毛二〇〇九」を終えて
・印西市の植物

 印西の歴史
 第６号 500  2012

・印西市馬場遺跡第 5 地点 241 号土坑について
・馬場遺跡出土の貝輪について
・戸ノ内貝塚発掘調査報告書
・小金印西牧の開発と野馬土手
・天明期・印旛沼開発と惣深新田村の平左衛門信賢
・下総に埋れた最上徳内の孫・平松基の生涯
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書　籍　名  価格 （円）刊行年 内　　　容

 印西の歴史
 第７号 700  2013

・平成二十三年度市史編さん講演会講演録「江戸時代の印旛沼」
・縄文時代の印西地域の水域復元
・古代印波の水環境と集落形成－印西における古代集落形成の
分析から－
・天明期印旛沼掘割普請後の下利根川流域の動向
・近代の手賀沼－洪水と治水の歴史－
・明治十年代、初期銚港丸三船の建造及びその経営実態について
・印西の女神たち－宗像神社・厳島神社・水神宮－

 印西の歴史
 第８号 430  2015

・千葉妙見社から見る千葉氏と原氏～戦国期を中心に～
・北総産須恵器の再検討
・印西市域の庚申塔と十九夜塔および子安塔について
・阿夫利神社祭礼の神輿渡御と梯子立て神事
・武藤家文書の『房総新聞』にみる印西市域
・近現代部会の活動

 印西の歴史
 第 9 号 400  2016

・古代印旛郡における東京湾産貝類の利用について
・「山本源次郎の農民運動をきく」（一九五〇・二・一八　木下）
・時代の証言者　吉岡敏夫氏

 印西の歴史
 第 10 号 500  2017

・木下河岸問屋吉岡家と佐原の伊能忠敬―近世の地域間交流と
河岸場運営の変容―
・印西市域の中世城館跡研究の現状と課題
・明治期に行われた薬剤小売業の一例―愛生舘第一支部雷鳴堂
と岩井常蔵―
・下総自動車について

 印西の歴史
 第 11 号 450  2018

・地域の共助と仏教者による感化救済事業―六合村慈善会の活
動を中心に―
・明治前期の木下街道
・山根山不動尊奉納句額と画師・豊岡東江について
・平成 29 年度市史編さん講演会 残された史料から見る地域社
会における伝染病予防対策

 印西の歴史
 第 12 号 550  2020

・令和元年度市史編さん講座（全５回）
「町や村が消えた―印西市域の町村合併―」「地域の産業と千
葉ニュータウン」「大菅喜一と手賀沼干拓事業」「あの日学校
で見た映画―「映画日誌」にみる娯楽と啓蒙―」「印西市域の
くらし―終戦から新しい印西市の誕生まで―」
・印西の中世石塔をさぐる
・近世絵図から見る発掘調査成果－印西市高堀遺跡の事例から－
・印西大師は享保六年に創設された
・慶応二年の打擲一件をめぐる淀藩大森陣屋役人の対応
・富井宗之助について
・高浜（茨城県）・木下間を航行した第四通運丸等の賃銭表に
係る一考察
・房総と浮世絵－風景錦絵を中心に－

 印西の歴史
 第 13 号 500  2022

・埴生西条・印西条・印西庄の成立と変遷
・安政江戸地震の被害記述の科学的検証
～印西市・成田市・佐倉市での地震観測を通して～
・民権家・鈴木政吉について
・宝田吉朗日誌にみる明治初年代の木下
－木下街道を通行した鹿島香取両神宮への奉弊使ー
・明治期の博覧会資料にみる印西地域の林業と「佐倉炭」
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【その他】
書　籍　名  価格 （円）刊行年 内　　　容

木下貝層（第 5 版） 500  2019 国天然記念物「木下貝層」の貝化石ガイドブック
新・印西名所図会 1,000  2016 市の歴史資料、文化財、民俗のガイドブック
ふるさと歴史アルバム いんざい 800  2002 印西地区の明治から昭和にかけての古写真集
改訂版初学者のための近世文書
解読の手引   売り切れ  1995 古文書学習の手引書

印西市の仏像（印西地域編） 1,000  2014 印西地区の仏像調査報告書
印西市の仏像（本埜地域編） 800  2018 本埜地区の仏像調査報告書
光堂の竜  売り切れ  1992 印西地区の民話集
そうふけっぱらのきつね 1,200  1992 民話の絵本
印西町の板碑
 －印西町石造物第１集－  売り切れ  1979 印西地区の板碑

小林地区調査報告書
 －印西町石造物第２集－ 1,000  1981 印西地区小林の石造物

草深地区調査報告書
 －印西町石造物第３集－ 1,000  1983 印西地区草深の石造物

草深地区の特色ある石造物
 －印西町石造物第４集－ 500  1984 印西地区草深の石造物のうち特色のある石造物

船穂地区調査報告書
 －印西町石造物第５集－ 1,000  1987 印西地区船穂の石造物

永治地区調査報告書
 －印西町石造物第６集－ 1,000  1989 印西地区永治の石造物

大森地区調査報告書
 －印西町石造物第７集－ 1,000  1990 印西地区大森の石造物

木下地区調査報告書
 －印西町石造物第８集－ 1,000  1991 印西地区木下の石造物

印西町石造物調査報告書　追録 500  1995 追録
石との語らい   売り切れ  1992 石造物総集編
印西市立印旛歴史民俗資料館
研究紀要創刊号  売り切れ  2019 古井戸原 2 号墳出土埴輪基礎調査報告書

印西市立印旛歴史民俗資料館
研究紀要第 2 号 400  2020 古井戸原古墳群の発掘調査記録ほか

印西市立印旛歴史民俗資料館
研究紀要第 3 号 400  2021 大木台２号墳　形象埴輪配置の再検討ほか

印西市立印旛歴史民俗資料館
研究紀要第４号 600  2022 西ノ原１号墳出土埴輪基礎調査報告書

◆ 頒布場所	
木下交流の杜歴史資料センター・中央公民館・小林公民館・そうふけ公民館・印旛公民館・本埜公民館
中央駅前地域交流館・印旛歴史民俗資料館・生涯学習課文化係
＊小林公民館は保全改修工事による休館のため、令和 5 年 9 月 30 日（土）まで頒布中止
＊郵送を希望される場合は代金・送料 ( 切手 ) を現金書留で、木下交流の杜歴史資料センター まで送付して
ください。（郵便小為替でも可、送料は切手でお願いします。）
複数冊購入される場合とゆうパック扱いの送料はお問い合わせください。
◆ 問合せ先
   印西市立木下交流の杜歴史資料センター（月曜・祝日休館）　TEL  0476（40）3500
   〒 270-1326　千葉県印西市木下 1489 番地 1
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〔
編
集
後
記
〕

○　

市
域
に
は
旧
石
器
か
ら
近
世
ま
で
数
多
く
の
遺
跡
が
所
在
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
「
印
西
地
域
の
原
始
・
古
代
」
と
題
し
た
特
集
を
組
み
、
弥
生

時
代
を
専
門
と
す
る
市
史
編
さ
ん
委
員
の
ほ
か
、
千
葉
県
内
で
原
始
・
古

代
を
調
査
・
研
究
さ
れ
て
い
る
方
々
の
成
果
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ご
多
忙

の
中
、
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
執
筆
者
と
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○　

橋
本
勝
雄
氏
に
は
、
令
和
元
年
度
に
行
わ
れ
た
市
内
松
崎
に
所
在
す
る

東
海
道
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
超
大
型
ナ
イ
フ
形
石
器
に
つ
い
て
、

詳
細
な
資
料
紹
介
に
加
え
、
周
辺
地
域
の
出
土
事
例
を
も
と
に
、
資
料
の

意
義
を
ま
と
め
た
論
考
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○　

髙
花
宏
行
印
西
市
史
編
さ
ん
委
員
に
は
、
弥
生
時
代
の
土
器
型
式
に
つ

い
て
、
印
旛
沼
周
辺
地
域
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
と
、
市
内
造
谷
・

荒
野
に
所
在
す
る
向
辺
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
分
析
を
行
い
、
新

た
な
土
器
型
式
を
論
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○　

池
田
敏
宏
氏
を
講
師
に
迎
え
、
令
和
四
年
十
二
月
三
日
に
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
し
た
市
史
編
さ
ん
講
演
会
「
瓦
塔
か
ら
探
る
古
代
・
印
旛
郡
の
仏

教
文
化
」
の
講
演
録
を
掲
載
し
ま
し
た
。
当
日
は
四
九
名
に
参
加
い
た
だ

き
、盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
瓦
塔
の
概
要
と
と
も
に
、

漁
労
具
を
中
心
と
し
た
生
業
遺
物
と
古
代
印
旛
郡
の
水
域
を
重
ね
合
わ
せ

た
こ
と
で
、
民
衆
仏
教
と
瓦
塔
信
仰
の
広
ま
り
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○　

巻
末
に
は
、
刊
行
物
一
覧
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ご
興
味
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○　
『
印
西
の
歴
史
』
で
は
投
稿
原
稿
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
奮
っ
て
ご

寄
稿
く
だ
さ
い
。

○　

令
和
三
年
度
よ
り
印
西
市
史
第
二
次
刊
行
計
画
が
始
ま
り
、
市
史
編
さ

ん
専
門
委
員
の
方
々
に
よ
る
資
料
調
査
な
ど
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
現
在
、『
印
西
市
史
』初
の
通
史
編
刊
行
に
む
け
て
鋭
意
作
業
中
で
す
。

ま
た
、
調
査
や
編
さ
ん
作
業
に
は
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
地
域
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
古
文
書
の

ほ
か
、
市
内
店
舗
等
の
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
、
写
真
、
昔
の
こ
と
に
関
す

る
言
い
伝
え
な
ど
の
情
報
を
木
下
交
流
の
杜
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先

印
西
市
立
木
下
交
流
の
杜
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

電
話
〇
四
七
六
―
四
〇
―
三
五
〇
〇

（
事
務
局
）
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